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錦
織
り
な
す
今
日
の
佳
日
に
神

職
、
総
代
を
始
め
県
下
の
氏
子
崇
敬

者
に
ご
参
集
賜
り
、
令
和
元
年
「
奉

祝
天
皇
陛
下
御
即
位
」
奉
祝
祭
・
山

梨
県
神
社
関
係
者
大
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
と
こ
ろ
神
社
本
庁
統
理
鷹
司

尚
武
様
、
神
宮
大
宮
司
小
松
揮
世
久

様
、
神
道
政
治
連
盟
会
長
打
田
文
博

様
、
山
梨
県
知
事
長
崎
幸
太
郎
様
を

始
め
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
山
梨
県

民
大
会
会
長
、
甲
府
商
工
会
議
所
名

誉
会
頭
金
丸
康
信
様
又
奉
祝
県
民
大

会
式
典
実
行
委
員
長
、
山
梨
県
議
会

議
長
大
柴
邦
彦
様
多
く
の
御
来
賓
の

皆
様
に
ご
参
列
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

皇
室
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、

四
月
三
十
日
に
上
皇
陛
下
が
御
譲
位

な
さ
れ
、
五
月
一
日
に
皇
太
子
殿
下

が
践
祚
遊
ば
さ
れ
、
第
百
二
十
六
代

の
天
皇
陛
下
の
御
位
に
お
つ
き
に
な

ら
れ
、
令
和
の
御
代
に
引
き
継
が
れ

「
剣
爾
等
承
継
の
儀
」「
即
位
後
朝
見

の
儀
」
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。
天
皇
陛

下
は
「
国
民
と
寄
り
添
い
な
が
ら
象

徴
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
」
と
の

お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
国
民

へ
の
深
い
思
い
を
寄
せ
ら
れ
て
お
ら

れ
る
お
気
持
ち
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」「
大
嘗
祭
」

と
重
儀
も
無
事
斎
行
さ
れ
、
今
週
末

の
神
宮
へ
の
「
ご
親
謁
」
を
残
す
の

み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
す
べ
て
の
重
儀

が
無
事
納
め
ら
れ
る
事
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

十
一
月
九
日
に
は
天
皇
陛
下
の
御

即
位
を
お
祝
い
す
る
国
民
祭
典
が
皇

居
周
辺
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
か
ら
も
神
職
総
代
を
始
め
、
地

方
議
員
懇
談
会
の
県
議
、
天
皇
陛
下

御
即
位
奉
祝
県
民
大
会
の
役
員
等
多

く
の
方
々
と
共
に
心
よ
り
奉
祝
の
誠

を
捧
げ
る
た
め
に
参
列
し
て
参
り
ま

し
た
。
国
民
祭
典
に
参
列
し
、
令
和

の
御
代
も
皇
室
の
弥
栄
を
心
よ
り
願

っ
て
お
り
ま
す
。

山
梨
県
に
於
い
て
は
明
年
三
月
八

日
（
日
）
に
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝

山
梨
県
民
大
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
式
典
は
県
庁
噴
水
広
場
で
、
奉

祝
記
念
事
業
は
平
和
通
り
で
大
人
神

輿
と
富
士
山
の
形
を
し
た
子
供
神
輿

を
先
導
に
二
千
名
の
提
灯
行
列
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
令
和
の

御
代
を
担
う
青
少
年
、
お
孫
さ
ん
を

お
誘
い
い
た
だ
き
、
神
社
関
係
者
が

根

津

泰

昇

庁
長

式
　
　
　
辞

一
丸
と
な
っ
て
奉
祝
気
運
を
高
め
た

く
存
じ
ま
す
の
で
ご
協
力
の
程
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

神
宮
の
御
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

神
宮
大
麻
頒
布
を
始
め
、
参
宮
、
新

穀
感
謝
祭
参
列
の
促
進
に
力
を
注
い

で
参
り
ま
す
。

神
宮
大
麻
に
つ
き
ま
し
て
令
和
二

年
五
月
一
日
よ
り
頒
布
初
穂
料
が
改

定
と
な
り
ま
す
の
で
頒
布
の
際
、
手

違
い
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い

り
た
く
存
じ
ま
す
。

山
梨
県
神
社
庁
に
お
き
ま
し
て

は
、
庁
務
、
諸
施
策
、
運
営
は
順
調

に
推
移
し
て
お
る
報
告
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
後
程
参
事
よ
り
報
告
致
し

ま
す
。

不
活
動
対
策
委
員
会
に
お
い
て

は
、
県
下
総
代
様
よ
り
対
策
費
を
御

協
賛
賜
り
ま
し
た
事
に
対
し
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
対
策
費
の
お
陰

で
少
し
ず
つ
で
は
有
り
ま
す
が
解
消

に
向
け
歩
ん
で
お
り
ま
す
。
本
年
度

も
数
社
が
解
消
に
向
け
て
の
手
続
き

が
進
ん
で
お
り
ま
す
事
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
委
員

会
で
の
取
り
組
み
は
、
甲
府
の
金
桜

神
社
を
中
心
と
す
る
地
域
で
伝
承
さ

れ
て
き
た
県
無
形
文
化
財
で
も
あ
る

「
三
番
叟
」
の
保
存
に
重
点
を
置
き

進
め
て
参
り
ま
し
た
。
結
果
復
活
の

兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

地
域
住
民
、
総
代
神
社
関
係
者
が
復

興
に
向
け
共
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
事

が
実
っ
た
の
だ
と
存
じ
ま
す
。
他
に

も
復
活
さ
せ
た
い
神
事
が
幾
つ
か
あ

り
ま
す
の
で
順
次
調
査
を
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
麻
頒
布
向
上
委
員
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同
様
に
新

聞
紙
上
、
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

使
い
、
啓
発
運
動
を
推
進
し
、
減
体

阻
止
運
動
を
展
開
致
し
た
く
存
じ
ま

す
。
現
社
会
現
象
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
高
齢
者
か
ら
、
神
棚
の
お

世
話
が
出
来
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の

で
、
不
敬
に
な
ら
な
い
う
ち
に
神
棚

を
外
し
た
い
と
望
ま
れ
、
そ
の
神
事

の
依
頼
が
近
年
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

又
新
築
す
る
若
い
世
代
は
神
棚
を
設

置
し
な
い
家
庭
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
こ
の
様
な
家
庭
は
神
宮
大
麻
、

氏
神
様
崇
敬
神
社
の
御
札
へ
の
関
心

が
薄
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
御
札

へ
の
認
識
を
伝
え
ら
れ
る
の
は
神

職
、
総
代
、
神
社
関
係
者
で
ご
ざ
い

ま
す
。
神
社
関
係
者
が
手
を
取
り
合

い
歩
む
事
が
信
仰
の
基
盤
と
存
じ
ま

す
の
で
ご
理
解
御
協
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

終
わ
り
に
本
日
の
表
彰
に
浴
さ
れ

ま
し
た
方
々
は
常
日
頃
の
神
明
奉
仕

の
お
姿
が
認
め
ら
れ
た
証
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
共
お
体
に
は
充
分
ご
自

愛
頂
き
斯
界
興
隆
の
為
に
お
尽
く
し

下
さ
い
ま
す
事
を
ご
期
待
申
し
上
げ

お
祝
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。
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令
和
元
年
初
め
て
の
山
梨
県
神
社

関
係
者
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
県
下
神
社
関
係
者
の
ご
出

席
を
賜
り
、
ま
た
神
社
本
庁
統
理
鷹

司
尚
武
様
御
名
代
総
長
田
中
恆
清

様
、
神
道
政
治
連
盟
会
長
打
田
文
博

様
御
名
代
副
会
長
石
川
正
人
様
を
始

め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

五
月
一
日
の
御
即
位
当
日
か
ら
天

皇
陛
下
は
天
皇
と
し
て
初
と
な
る
ご

公
務
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
五

月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
に
か

け
、
初
と
な
る
国
賓
の
ご
接
待
に
も

臨
ま
れ
ま
し
た
。
令
和
初
の
国
賓
は
、

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
夫
妻

で
あ
り
ま
し
た
。
両
陛
下
は
宮
殿

「
竹
の
間
」
に
ご
案
内
し
、
会
見
に

臨
ま
れ
、
流
暢
な
英
語
で
和
や
か
に

ご
歓
談
さ
れ
、
六
月
一
日
か
ら
二
日
、

第
七
十
回
全
国
植
樹
祭
が
愛
知
県
で

開
催
さ
れ
、
両
陛
下
が
出
席
、
地
方

ご
公
務
は
国
民
と
触
れ
合
わ
れ
る
貴

重
な
機
会
で
あ
り
ま
す
。

即
位
礼
正
殿
の
儀
が
、
十
月
二
十

二
日
に
皇
居
宮
殿
「
松
の
間
」
で
午

後
一
時
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
の
で

ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
有
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

山
梨
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
奉
祝

行
事
が
三
月
八
日
に
山
梨
県
庁
噴
水

前
広
場
で
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

式
典
終
了
後
、
奉
祝
パ
レ
ー
ド
も
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
人
々
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

九
月
に
千
葉
県
房
総
半
島
を
襲
っ

た
台
風
十
五
号
は
、
大
雨
と
風
速
四

十
五
米
の
強
風
に
よ
り
十
六
日
現
在

で
十
一
万
戸
が
停
電
、
断
水
等
大
被

害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
電
力

は
、
九
月
二
十
七
日
ま
で
に
全
面
復

旧
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
作
業

の
遅
れ
が
判
明
し
、
い
つ
復
旧
す
る

か
め
ど
が
立
た
ず
、
生
活
へ
の
影
響

が
長
期
化
、
国
・
県
は
、
災
害
復
旧

に
全
力
で
当
た
ら
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
一
日
も
早
く
正
常
な
生
活
に

戻
る
よ
う
に
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
台
風
が

何
回
と
な
く
本
土
を
襲
う
の
は
温
暖

化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。

山
梨
は
、
台
風
の
影
響
も
あ
ま
り

受
け
ず
、
農
作
物
の
被
害
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、
も
も
・
ブ
ド
ウ
・
す
も
も

等
生
産
量
も
減
少
す
る
事
な
く
品
質

も
良
く
、
市
場
価
格
も
安
定
、
生
産

者
は
安
堵
し
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
も
も
の
生
産
地
日
本
一
の
峡
東

地
域
に
せ
ん
孔
病
の
猛
威
が
あ
る
事

を
新
聞
で
知
り
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
も
も
の
生
産
地
を
守
る
た
め
に
、

県
・
市
町
村
が
消
毒
薬
剤
の
費
用
を

補
助
す
る
事
で
早
い
対
応
に
安
堵
し

ま
し
た
。

昔
の
人
は
、
農
業
が
滅
び
れ
ば
、

国
が
亡
び
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
苦
労
し
た
割
に
は
収
入
が
少
な

い
が
、
そ
れ
で
も
田
畑
を
荒
ら
さ
ず

耕
作
し
て
き
ま
し
た
。
農
業
者
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。
農
業
を
守
る
に
は

若
者
た
ち
の
力
が
必
要
で
す
。
若
者

よ
、
す
べ
て
が
都
会
で
は
な
い
。
田

舎
に
戻
っ
て
農
業
を
や
ろ
う
で
は
な

い
か
。
考
え
る
農
業
は
楽
し
い
と
思

い
ま
す
。
若
者
が
帰
る
こ
と
に
よ
っ

て
集
落
は
活
性
化
し
ま
す
。

集
落
の
活
動
が
減
退
す
る
の
を
黙

っ
て
見
て
い
て
は
、
何
も
進
歩
し
ま

せ
ん
。
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
皆
で
考

中

田

欽

哉

山
梨
県
神
社
総
代
会

総
代
会
長
挨
拶

会
長

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

私
は
、
各
支
部
総
会
に
出
席
し
て

い
ま
す
。
小
集
落
の
人
達
は
、
神
社

を
守
る
事
も
大
変
で
す
が
、
皆
、
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
ま
す
。
不
活
動
神

社
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
も
う

一
度
原
点
に
返
っ
て
、
議
論
が
必
要

で
す
。
氏
子
が
少
な
く
な
り
、
総
代

の
な
り
手
が
な
い
と
言
っ
て
そ
の
ま

ま
ほ
っ
と
け
ば
神
社
は
守
れ
ま
せ

ん
。
地
域
に
は
ご
婦
人
が
い
ま
す
。

そ
の
人
た
ち
を
交
え
て
議
論
が
必
要

で
す
。
婦
人
の
力
は
強
い
で
す
。

支
部
総
会
で
、『
祝
・
祭
日
に
国

旗
掲
揚
し
ま
す
か
』
と
聞
い
て
み
る

と
、
五
か
ら
十
名
位
し
か
手
を
挙
げ

ま
せ
ん
。
残
念
で
す
。
来
年
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
で
す
。
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
達

が
来
日
し
ま
す
。
日
の
丸
の
旗
を
持

っ
て
迎
え
て
や
り
た
い
。
マ
ス
コ
ミ

も
国
旗
掲
揚
の
推
進
力
を
後
押
し
し

て
下
さ
い
。

総
代
会
に
お
い
て
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
神
職
と
総
代
が
一

体
と
な
っ
て
立
ち
向
か
い
、
努
力
を

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

氏
子
か
ら
信
頼
さ
れ
る
役
員
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。



事
　
　
業

１
、
神
宮
大
麻
奉
斎
推
進

２
、
神
宮
参
宮
運
動
促
進

３
、
神
殿
三
大
祭
斎
行

４
、
神
宮
新
穀
感
謝
祭
奉
賛

５
、

國
神
社
公
式
参
拝
実
現
運

動
実
施

６
、
北
方
領
土
返
還
運
動
継
続

７
、
各
種
研
修

イ
、
現
任
神
職
研
修
会

ロ
、
総
代
研
修
会

ハ
、
雅
楽
研
修
会

ニ
、
関
東
地
区
中
堅
神
職
研
修

会

ホ
、
女
子
神
職
研
修
会

ヘ
、
浦
安
の
舞
研
修
会

ト
、
初
任
神
職
研
修
会

８
、
一
都
七
県
神
社
庁
連
合
会
諸

会
議

９
、
国
旗
掲
揚
運
動
推
進

10
、
不
活
動
神
社
対
策
事
業

11
、
過
疎
化
地
域
神
社
対
策
事
業

12
、
金
品
寄
付
者
顕
彰

13
、
神
政
連
活
動
に
協
力

14
、
神
社
奉
護
運
動
推
進

15
、
日
本
会
議
活
動
に
協
力

16
、
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る

山
梨
県
民
の
会
活
動
に
協
力

17
、
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
奉

祝
事
業

18
、
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
事
業

19
、
郷
土
暦
編
纂
配
布

20
、
庁
報
「
か
ひ
が
ね
」
年
四
回

発
行

神
社
本
庁
統
理
の
承
認
を
申

請
し
た
神
社

申
請
件
数

十
九
件

承
認
件
数

十
三
件

内
訳

財
産
処
分

九
件

建
物
新
改
築
等

一
件

境
内
地
模
様
替

二
件

規
則
変
更

〇
件

神
社
合
併

一
件

神
社
本
庁
規
程
表
彰

中
尾
神
社
宮
司

田
村
　
弘
正

神
明
社
宮
司

竹
俣
　
忠
洲

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
総
代
会
長

神
樂
　
利
行

山
梨
県
神
社
庁
参
事

飯
田
　
直
樹

神
社
庁
規
程
表
彰

武
田
神
社
権
禰
宜

遠
藤
　
倫
生

諏
訪
神
社
宮
司

坂
本
　
任
邦

八
幡
神
社
責
任
役
員

熊
王
　
育
雄

小
松
神
社
責
任
役
員

坂
本
　
宗
正

神
宮
大
麻
頒
布
優
良
者
表
彰

優
秀
支
部
　

東
八
代
支
部

南
都
留
支
部

特
別
表
彰
頒
布
優
良
奉
仕
者

若
宮
神
社
宮
司

志
村
　
重
治

頒
布
優
良
奉
仕
者
（
神
職
）

武
田
神
社
権
禰
宜

関
　
　
宣

諏
訪
大
神
社
宮
司

日
原
　
瑞
枝

中
尾
神
社
禰
宜

田
村
か
お
る

八
幡
神
社
宮
司

内
藤
　
正
隆

福
地
八
幡
社
宮
司

渡
邊
　
　
博

頒
布
優
良
奉
仕
者
（
総
代
）

伊
勢
社
責
任
役
員

長
田
　
玉
夫

頒
布
優
良
奉
仕
団
体

稲
積
神
社

稲
積
神
社
崇
敬
青
年
会

全
国
神
社
総
代
会
規
程
表
彰

淺
間
神
社
責
任
役
員

三
井
　
晴
則

小
松
神
社
責
任
役
員

坂
本
　
宗
正

山
梨
県
神
社
総
代
会
規
程
表
彰

金
櫻
神
社
責
任
役
員

坂
下
　
　
武

金
櫻
神
社
責
任
役
員

相
原
　
勝
仁

稲
積
神
社
敬
神
婦
人
会

北
澤
　
梅
子

稲
積
神
社
世
話
人

梶
原
　
政
治

甲
府
恵
比
寿
神
社
世
話
人

宮
澤
　
國
雄

甲
府
恵
比
寿
神
社
世
話
人

佐
藤
　
四
郎

千
塚
八
幡
神
社
氏
子

笠
井
　
信
子

千
塚
八
幡
神
社
奉
賛
会

土
橋
　
好
江

千
塚
八
幡
神
社
氏
子

小
林
八
重
子

千
塚
八
幡
神
社
奉
賛
会

小
野
　
佳
子

千
塚
八
幡
神
社
奉
賛
会

安
達
　
光
枝

鈴
宮
諏
訪
神
社
総
代
会
長

奥
田
　
伸
也

神
明
神
社
総
代
会
長

中
川
　
　
隆

三
島
神
社
総
代
会
長

池
川
　
春
男

住
吉
神
社
崇
敬
会
十
五
日
会
会
長

渡
辺
　
貞
長

住
吉
神
社
崇
敬
会
十
五
日
会
会
長
代
行

望
月
　
　
浩

住
吉
神
社
崇
敬
会
十
五
日
会
副
会
長

長
田
　
健
作

住
吉
神
社
崇
敬
会
十
五
日
会

田
中
　
　
恵

住
吉
神
社
崇
敬
会
十
五
日
会
会
計

宮
川
　
邦
男

天
津
司
神
社
天
津
司
の
舞
保
存
会
前
会
長

中
澤
栄
一
郎

宇
波
刀
神
社
総
代
会
長

櫻
林
　
公
男

宮
前
八
幡
神
社
責
任
役
員

村
松
　
正
美

宮
前
八
幡
神
社
責
任
役
員
総
代

大
久
保
一
雄

宮
前
八
幡
神
社
責
任
役
員
総
代

石
山
　
正
和

玉
諸
神
社
総
代

石
原
　
正
信

玉
諸
神
社
総
代

中
込
　
幹
治

玉
諸
神
社
責
任
役
員
総
代

落
合
　
哲
哉

玉
諸
神
社
総
代

磯
部
正
一
路

八
雲
神
社
崇
敬
者

名
取
喜
美
枝

八
雲
神
社
崇
敬
者

清
水
　
孝
貢

八
雲
神
社
総
代

名
取
　
　
誠

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

庁
　
務
　
報
　
告

庁
　
務
　
報
　
告

大
島
天
神
社
神
楽
保
存
会

藤
本
　
菊
男

【
新
任
神
職
】

熊
野
神
社
宮
司

岩
間
　
秀
人

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
権
禰
宜

溝
田
　
哲
司

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
権
禰
宜

大
嶋
　
実
和

【
昇
任
神
職
】

松
尾
神
社
宮
司

長
田
　
正
純

浅
間
神
社
禰
宜

駒
谷
　
秀
夫

【
本
務
替
神
職
】

金
櫻
神
社
宮
司

志
村
　
幹
人

大
宮
五
所
大
神
宮
司

横
森
　
寿
夫

【
帰
幽
神
職
】

石
船
神
社
宮
司

沓
間
　
好
保

【
退
職
神
職
】

報
国
神
社
宮
司

斉
藤
　
泰
史

大
神
社
権
禰
宜

兼
松
　
　
昇
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平
成
三
〇
年

一
〇
・
　
一

一
〇
・
　
五

一
〇
・
一
八

一
〇
・
二
五

一
〇
・
二
六

一
〇
・
二
七

一
一
・
　
一

一
一
・
　
二

一
一
・
　
五

一
一
・
一
九

一
二
・
　
一

平
成
三
一
年

一
・
　
一

一
・
二
一

一
・
二
八

二
・
　
一

二
・
一
一

二
・
一
三

三
・
　
一

三
・
　
五

三
・
二
七

四
・
　
一

四
・
　
五

四
・
一
二

神
殿
月
次
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
例
祭
献
幣

使
参
向

國
神
社
秋
季
例
大
祭
参
列

甲
府
支
部
神
宮
大
麻
暦
頒
布

始
祭
、
峡
中
支
部
大
麻
頒
布

始
祭

東
山
梨
支
部
神
宮
大
麻
暦
頒

布
始
祭

東
八
代
支
部
大
麻
頒
布
始
祭

（
淺
間
神
社
）

神
殿
月
次
祭
斎
行

峡
北
支
部
神
宮
大
麻
暦
頒
布

始
祭
、
北
都
留
支
部
神
宮
大

麻
暦
頒
布
始
祭

南
都
留
支
部
神
宮
大
麻
暦
頒

布
始
祭

神
殿
新
嘗
祭

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
殿
歳
旦
祭
斎
行

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
一

日
〜
二
十
三
日
　
神
宮
初
参

り神
殿
例
祭

神
殿
月
次
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
紀
元
祭
参

列神
殿
祈
年
祭

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
祭

神
政
連

國
神
社
参
拝
旅
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
例
祭
参
列

武
田
神
社
例
祭
献
幣
使
参
向

四
・
二
二

四
・
二
三

四
・
二
五

令
和
元
年

五
・
　
一

五
・
　
三

五
・
　
四

五
・
　
五

五
・
一
九

六
・
　
一

七
・
　
一

八
・
　
一

八
・
　
五

八
・
一
五

八
・
二
六

九
・
　
一

九
・
　
七

九
・
　
八

九
・
一
七

九
・
一
九

九
・
二
三

九
・
二
五

九
・
二
八

國
神
社
春
季
例
大
祭
参
列

新
役
員
報
告
祭

河
口
浅
間
神
社
例
祭
献
幣
使

参
向

神
殿
月
次
祭
斎
行

稲
積
神
社
例
祭
参
列
、
金
櫻

神
社
例
祭
能
三
番
奉
納

金
櫻
神
社
例
祭
能
三
番
奉
納

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
例

祭
献
幣
使
参
向

悠
紀
の
里
お
田
植
祭
参
列

神
殿
月
次
祭
並
践
祚
改
元
奉

告
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
正
式
参
拝

山
梨
縣
護
國
神
社
縣
下
戦
没

者
追
悼
式
参
列

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
鎮

火
祭
（
吉
田
の
火
祭
り
）
参

列神
殿
月
次
祭
斎
行

悠
紀
の
里
抜
穂
祭

牛
倉
神
社
例
祭
献
幣
使
参
向

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭
参
列

小
室
浅
間
神
社
例
祭
献
幣
使

参
向

山
縣
神
社
例
祭
献
幣
使
参
向

山
梨
県
神
社
庁
神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
祭
斎
行

峡
南
支
部
神
宮
大
麻
暦
頒
布

始
祭

平
成
三
〇
年

一
〇
・
　
五

〜
六

一
〇
・
　
六

一
〇
・
　
九

一
〇
・
一
〇

〜
一
二

一
〇
・
一
六

一
〇
・
二
〇

一
〇
・
二
二

一
〇
・
二
四

一
〇
・
二
六

一
〇
・
二
六

〜
二
八

一
〇
・
二
九

一
〇
・
三
〇

〜
三
一

一
一
・
　
五

一
一
・
一
〇

一
一
・
一
三

〜
一
四

一
一
・
一
九

一
一
・
二
〇

一
一
・
二
六

一
一
・
二
七

雅
楽
研
修
会
（
神
社
庁
）

氏
子
青
年
会
関
東
大
会

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

国
旗
掲
揚
推
進
委
員
会
「
国

旗
の
あ
る
風
景
子
供
の
自
由

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
展
示
会

（
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
）

役
員
会
（
神
社
庁
）

防
衛
と
安
全
に
関
す
る
懇
話

会
総
会

平
成
三
十
年
度
山
梨
県
神
社

関
係
者
大
会
（
コ
ラ
ニ
ー
文

化
ホ
ー
ル
）

神
社
本
庁
理
事
会
（
神
社
本

庁
）、
神
社
本
庁
評
議
員
会

（
神
社
本
庁
）、
教
化
委
員
会

（
神
社
庁
）

寒
川
神
社
利
根
宮
司
特
級
昇

級
の
祝
い
（
神
奈
川
）

国
旗
掲
揚
推
進
委
員
会
「
国

旗
の
あ
る
風
景
子
供
の
自
由

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
展
示
会

（
セ
レ
オ
甲
府
）

過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進

委
員
会
（
神
社
庁
）

一
都
七
県
神
社
庁
教
化
担
当

者
会
（
茨
城
）

秋
田
県
神
社
関
係
者
大
会

（
秋
田
）

宮
間
神
社
本
庁
顧
問
の
長
老

を
祝
う
会
（
千
葉
）

新
穀
感
謝
祭

身
分
選
考
委
員
会
（
神
社

庁
）、
役
員
会
（
神
社
庁
）

一
都
七
県
神
社
庁
庁
長
会

（
明
治
記
念
館
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
周
年

一
一
・
二
九

〜
三
〇

一
一
・
三
〇

〜
一
二
・
二

一
二
・
　
四

一
二
・
　
五

一
二
・
　
八

一
二
・
一
〇

一
二
・
一
二

一
二
・
一
八

一
二
・
二
〇

一
二
・
二
六

平
成
三
一
年

一
・
　
九

一
・
一
〇

一
・
一
二

一
・
一
七

一
・
一
八

一
・
二
一

〜
二
三

一
・
二
八

一
・
二
九

奉
祝
委
員
会
設
立
総
会

全
国
教
化
会
議（
神
社
本
庁
）

国
旗
掲
揚
推
進
委
員
会
「
国

旗
の
あ
る
風
景
子
供
の
自
由

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
展
示
会

（
富
士
吉
田
市
民
会
館
）

峡
北
支
部
神
社
総
代
会
年
末

合
同
会
議
（
魚
光
会
館
）

国
民
投
票
連
絡
会
議
（
砂
防

会
館
）、
教
化
委
員
会
（
さ

わ
淵
）

長
崎
幸
太
郎
総
決
起
集
会

（
ア
イ
メ
ッ
セ
）

役
員
会
（
神
社
庁
）、
各
支

部
神
社
総
代
会
正
副
会
長

各
副
支
部
長
神
政
連
県
本

部
役
員
と
の
懇
親
会
（
古
名

屋
ホ
テ
ル
）

境
川
熊
野
神
社
打
合
せ
（
境

川
熊
野
神
社
）、
神
政
連
選

挙
対
策
会
議
（
神
社
庁
）

本
庁
理
事
会
（
神
社
本
庁
）

神
社
庁
デ
ー
タ
運
用
管
理
検

討
部
会
（
神
社
本
庁
）、
庁

報
委
員
会
（
神
社
庁
）

長
崎
幸
太
郎
氏
を
後
援
す
る

集
い
（
ア
ピ
オ
甲
府
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

南
都
留
支
部
初
会
（
鐘
山

苑
）、
長
崎
幸
太
郎
出
陣
式

（
ア
ピ
オ
甲
府
）

東
八
代
支
部
新
年
互
礼
会

（
淺
間
神
社
）

国
旗
掲
揚
推
進
委
員
会
（
神

社
庁
）、
甲
府
支
部
会

役
員
会
（
神
社
庁
）

神
宮
初
参
り

神
職
初
会
（
神
社
庁
）

全
国
選
挙
対
策
会
議
（
神
社

本
庁
）

一
・
三
〇

二
・
　
一

二
・
　
五

二
・
　
六

二
・
　
七

二
・
一
三

二
・
一
三

二
・
一
九

〜
二
〇

二
・
二
二

二
・
二
三

二
・
二
五

二
・
二
六

二
・
二
八

三
・
　
一

三
・
　
五

三
・
五
〜
六

三
・
六
〜
八

三
・
八
〜
九

女
子
神
職
初
会
（
神
社
庁
）、

峡
中
支
部
新
年
初
会
（
平
見

城
本
店
）

不
活
動
宗
教
法
人
対
策
会
議

（
東
京
）

過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進

委
員
会
（
神
社
庁
）

本
庁
理
事
会
（
神
社
本
庁
）、

祭
式
講
師
会
（
神
社
庁
）

「
北
方
領
土
の
日
」
啓
発
活

動
（
甲
府
駅
前
）、
甲
府
支

部
初
会
（
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

甲
府
）、
峡
北
支
部
神
社
総

代
会
新
年
合
同
会
議
（
清
水

屋
旅
館
）

東
八
代
支
部
神
殿
祈
年
祭
習

礼
（
神
社
庁
）

役
員
会
（
神
社
庁
）、
教
化

講
演
会
（
神
社
庁
）

一
都
七
県
神
社
庁
連
合
会
総

会
（
大
洗
ホ
テ
ル
）

東
山
梨
・
東
八
代
支
部
祭
式

研
修
会
（
神
社
庁
）

日
本
会
議
山
梨
女
性
の
会
お

し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
（
稲
積
神

社
）

中
堅
神
職
研
修
会
開
講
式

（
明
治
神
宮
）

臨
時
協
議
員
会
（
神
社
庁
）、

臨
時
代
議
員
会
（
神
社
庁
）、

臨
時
評
議
員
会
（
神
社
庁
）

神
社
庁
シ
ス
テ
ム
検
討
部
会

（
神
社
本
庁
）

中
堅
神
職
研
修
会
閉
講
式

（
明
治
神
宮
）、
庁
報
委
員
会

（
神
社
庁
）

神
宮
大
麻
暦
頒
布
春
季
推
進

会
議
（
神
宮
会
館
）

神
宮
大
麻
都
市
頒
布
向
上
計

画
研
修
会
（
神
宮
会
館
）

教
化
研
修
旅
行
（
台
湾
）

神
社
庁
シ
ス
テ
ム
勉
強
会

（
神
社
本
庁
）

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

庁
　
務
　
日
　
誌
　
抄

庁
　
務
　
日
　
誌
　
抄

祭
　
儀
　
関
　
係
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神
社
本
庁
・
神
社
庁
・
神
政
連
・
総
代
会



大
宰
府
天
宮
感
謝
の
集
い

（
福
岡
）、
庁
報
委
員
会
（
神

社
庁
）

教
化
委
員
会
広
報
部
会
（
神

社
庁
）

令
和
元
年
九
月
四
日
〜
五
日

全
国
神
社
総
代
会
大
会
（
石

川
）

本
庁
役
員
会
（
神
社
本
庁
）

令
和
元
年
九
月
十
一
日
〜
十

三
日
　
敬
神
婦
人
全
国
大
会

（
広
島
）

神
宮
大
麻
暦
都
市
頒
布
向
上

計
画
委
員
会
（
神
社
庁
）、

過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進

委
員
会
（
神
社
庁
）

崇
敬
会
地
方
本
部
事
務
局
長

会
（
神
宮
会
館
）、
庁
長
懇

話
会
（
神
宮
司
庁
）、
皇
学

館
懇
談
会
（
志
摩
観
光
ホ
テ

ル
）

庁
長
会
（
神
宮
司
庁
）、
日

本
文
化
興
隆
財
団
評
議
員
会

（
神
宮
司
庁
）

正
副
庁
長
会
（
神
社
庁
）

上
芦
川
諏
訪
神
社
・
蠶
影
神

社
不
活
動
神
社
対
策
打
合
せ

（
諏
訪
神
社
）

表
彰
員
会
（
神
社
庁
）、
役

員
会
（
神
社
庁
）、
顧
問
・

参
与
会
（
ホ
テ
ル
談
露
館
）

茨
城
県
飯
塚
庁
長
特
級
祝
賀

会令
和
元
年
九
月
二
十
六
日
〜

二
十
七
日
　
祭
式
講
師
研
究

会
（
神
社
本
庁
）

教
化
委
員
会
（
神
社
庁
）

令
和
元
年
九
月
二
十
九
日
〜

三
十
日
　
雅
楽
研
修
会
（
神

社
庁
）

三
・
一
一

三
・
一
一

〜
一
二

三
・
一
二

三
・
一
三

三
・
一
四

三
・
一
五

三
・
一
八

三
・
一
九

三
・
二
二

三
・
二
七

三
・
二
八

四
・
　
二

四
・
　
九

四
・
一
〇

四
・
一
六

四
・
一
七

四
・
一
八

四
・
二
三

四
・
二
六

令
和
元
年

五
・
　
七

五
・
一
〇

五
・
一
一

五
・
一
四

五
・
一
五

五
・
一
九

五
・
二
〇

五
・
二
一

五
・
二
二

五
・
二
三

五
・
二
四

五
・
二
五

五
・
二
七

五
・
二
九

五
・
三
一

六
・
　
四

六
・
　
六

六
・
一
一

六
・
一
二

六
・
一
三

六
・
一
三

六
・
一
四

六
・
一
六

六
・
一
八

六
・
一
九

六
・
二
一

六
・
二
二

六
・
二
四

六
・
二
五

六
・
二
六

六
・
二
七

六
・
二
八

七
・
　
三

七
・
　
四

七
・
　
五

七
・
　
八

七
・
　
九

浦
安
の
舞
研
修
会（
神
社
庁
）

一
都
七
県
神
道
政
治
連
盟
本

部
長
・
幹
事
長
・
事
務
局
長

会
議
（
千
葉
）

神
政
連
選
挙
対
策
会
議
（
神

社
庁
）

日
本
会
議
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
（
東
京
）、
神
社
本
庁
理

事
会
（
神
社
本
庁
）、
庁
長

懇
話
会
（
明
治
記
念
館
）

神
社
庁
長
会
（
神
社
本
庁
）、

御
代
替
特
別
対
策
本
部
神
社

庁
連
絡
会
（
神
社
本
庁
）、

浦
安
の
舞
研
修
会（
神
社
庁
）

峡
南
・
峡
中
・
峡
北
支
部
祭

式
研
修
会
（
神
社
庁
）

役
員
会
（
神
社
庁
）

過
疎
化
地
域
神
社
活
性
化
推

進
委
員
会
（
神
社
庁
）

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二

日
〜
二
十
三
日
　
一
都
七
県

神
社
庁
事
務
担
当
者
研
修
会

（
茨
城
）

國
神
社
参
拝
と
浅
草
散

策
の
旅
（
二
七
五
名
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

教
化
員
会
（
神
社
庁
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
奉

祝
感
謝
の
集
い（
国
立
劇
場
）

正
副
庁
長
会
（
神
社
庁
）

神
道
青
年
全
国
協
議
会
七
十

周
年
記
念
式
典
（
明
治
記
念

館
）

本
庁
理
事
会
（
神
社
本
庁
）、

天
皇
皇
后
両
陛
下
神
宮
御
親

謁
（
神
宮
）

役
員
会
（
神
社
庁
）、
新
旧

役
員
交
歓
会
（
古
名
屋
ホ
テ

ル
）

一
都
七
県
評
議
員
の
会
（
明

治
記
念
館
）

長
崎
県
知
事
表
敬
訪
問
（
山

梨
県
庁
）、
神
職
保
護
司
会

総
会
（
神
社
庁
）

甲
府
支
部
祭
式
研
修
会
（
神

社
庁
）

峡
南
神
社
総
代
会
総
会
（
南

部
町
分
庁
舎
総
合
会
館
）

志
公
会
と
語
る
夕
べ
（
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

東
八
代
神
社
総
代
会
総
会

（
淺
間
神
社
）

常
務
理
事
会
（
神
社
本
庁
）、

本
庁
役
員
会
（
神
社
本
庁
）

総
代
会
役
員
会
（
神
社
本

庁
）
、
総
代
会
代
議
員
会

（
神
社
本
庁
）、
國
學
院
大
學

協
議
員
会
（
明
治
記
念
館
）、

清
和
政
策
研
究
所
（
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

神
社
本
庁
規
程
表
彰
式
（
明

治
記
念
館
）

神
社
本
庁
評
議
員
会
（
神
社

本
庁
）

神
社
本
庁
評
議
員
会
（
神
社

本
庁
）

神
社
本
庁
評
議
員
会
（
神
社

本
庁
）、
班
幣
式
（
神
社
本

庁
）、
神
社
庁
長
会
（
神
社

本
庁
）

一
都
七
県
神
道
政
治
連
盟
時

局
研
修
会
（
自
民
党
本
部
）

南
都
留
・
北
都
留
支
部
祭
式

研
修
会
（
牛
倉
神
社
）、
日

光
二
荒
山
神
社
宮
司
就
任
を

祝
う
会
（
宇
都
宮
）

表
彰
委
員
会
（
神
社
庁
）、

奉
祝
委
員
会
（
神
社
庁
）、

役
員
会
（
神
社
庁
）

教
化
委
員
会
（
神
社
庁
）

令
和
元
年
六
月
六
日
〜
七
日

神
宮
参
与
同
評
議
員
会
（
神

宮
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）、

神
道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇

談
会
合
同
懇
談
会
（
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）

神
政
連
中
央
委
員
会
（
神
社

本
庁
）、
本
部
長
・
事
務
局

長
連
絡
会
（
神
社
本
庁
）、

有
村
治
子
総
決
起
集
会

令
和
元
年
六
月
十
三
日
〜
十

四
日
　
事
務
担
当
者
研
修
会

（
神
社
本
庁
）

教
化
委
員
会
（
小
室
浅
間
神

社
）

敬
神
婦
人
連
合
会
役
員
会

（
神
社
庁
）

神
社
検
定
（
神
社
庁
）

雅
楽
会
舞
楽
装
束
お
披
露
目

奉
告
祭

女
子
神
職
会
祭
式
衣
紋
研
修

会
（
神
社
庁
）

神
社
庁
シ
ス
テ
ム
検
討
部
会

（
神
社
本
庁
）

氏
子
青
年
協
議
会
総
会
（
ホ

テ
ル
談
露
館
）

一
都
七
県
神
道
青
年
協
議
会

総
会
（
鐘
山
苑
）

霧
島
神
宮
慶
光
院
宮
司
特
級

昇
進
祝
賀
会
（
鹿
児
島
）

峡
中
支
部
総
会
（
櫛
形
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
）

箱
根
神
社
事
業
完
遂
祝
賀
会

（
箱
根
神
社
）

峡
北
神
社
総
代
会
総
会
（
魚

光
会
館
）

甲
府
支
部
令
和
元
年
度
総
会

（
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
）

臨
時
評
議
員
一
都
七
県
の
会

（
東
京
都
神
社
庁
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

中
堅
神
職
研
修
会
（
明
治
神

宮
）

正
副
庁
長
会
（
神
社
庁
）

七
・
一
〇

七
・
一
一

七
・
一
二

七
・
一
九

七
・
二
三

七
・
二
四

七
・
二
五

七
・
三
〇

七
・
三
一

八
・
　
二

八
・
　
四

八
・
　
六

八
・
　
七

八
・
　
九

八
・
二
〇

八
・
二
一

八
・
二
三

八
・
二
七

予
算
委
員
会
（
神
社
庁
）、

身
分
選
考
委
員
会
（
神
社

庁
）、
役
員
会
（
神
社
庁
）

日
本
会
議
山
梨
県
本
部
役
員

会
（
神
社
庁
）

中
堅
神
職
研
修
会
（
明
治
神

宮
）

女
子
神
職
会
総
会（
神
社
庁
）

本
庁
役
員
会
（
神
社
本
庁
）

敬
神
婦
人
連
合
会
総
会
（
神

社
庁
）

山
梨
県
神
社
総
代
会
監
査

（
神
社
庁
）、
北
都
留
神
社
総

代
会
（
大
月
市
民
会
館
）

神
政
連
山
梨
県
本
部
監
査

（
神
社
庁
）、
教
化
委
員
会

（
神
社
庁
）

山
梨
県
神
社
庁
監
査
（
神
社

庁
）

囲
碁
大
会
（
神
社
庁
）

緑
陰
子
供
会
（
小
室
浅
間
神

社
）

正
副
庁
長
会
（
神
社
庁
）、

役
員
会
（
神
社
庁
）、
協
議

員
会
（
神
社
庁
）、
評
議
員

会
（
神
社
庁
）

峡
北
支
部
総
会（
魚
光
会
館
）

代
議
員
会
（
神
社
庁
）、
神

政
連
山
梨
県
本
部
地
方
銀
懇

談
会
（
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲

府
）

国
旗
掲
揚
推
進
委
員
会
（
神

社
庁
）

日
本
会
議
山
梨
女
性
の
会
役

員
会
議
（
神
社
庁
）、
日
本

会
議
山
梨
女
性
の
会
総
会

（
神
社
庁
）、
日
本
会
議
山
梨

県
本
部
総
会
（
神
社
庁
）

東
山
梨
支
部
定
期
総
会
（
山

梨
市
民
会
館
）

令
和
元
年
八
月
二
十
八
日
〜

二
十
七
日
　
教
誨
師
研
修
会

（
東
京
）

九
・
　
二

九
・
　
四

九
・
　
四

九
・
　
六

九
・
一
一

九
・
一
三

九
・
一
七

九
・
一
八

九
・
二
〇

九
・
二
四

九
・
二
五

九
・
二
六

九
・
二
六

九
・
二
七

九
・
二
九
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山梨県神社庁経常費歳入歳出決算　自　平成30年７月１日　至　令和元年６月30日 

山梨県神社庁経常費歳入歳出予算　自　令和元年７月１日　至　令和２年６月30日 

款項　　科　　目 

神社本庁幣帛料 
負 担 金  
本 庁 協 賛 金  
神 社 負 担 金  
神 職 負 担 金  
特別神社寄贈金 
神宮奉賛活動推進費 
交 付 金  
神宮神徳宣揚費 
神社本庁交付金 

財 産 収 入  
神 殿 奉 納 金  
財 産 利 子  
預 金 利 子  

諸 収 入  
郷 土 暦 頒 布 費  
手数料並授与料 
雑 収 入  
特 別 納 付 金  

当 初 運 営 金  
繰 越 金  
歳 入 合 計  

 
款項　　科　　目 

幣 帛 料  
神宮神徳宣揚費 
本庁特別納付金 
支 部 交 付 金  

会 議 費  
役 員 会 費  
委 員 会 費  
関 係 者 大 会 費  
参 与 会 費  

給 料 及 諸 給 与  
給 料  
諸 給 手 当  
賞 与  
傭 人 料  
社会保険・厚生年金 
福 利 厚 生 費  

庁 費  
備 品 費  
文 房 具 費  
図 書 印 刷 費  
消 耗 品 費  
光 熱 水 費  

通 信 運 搬 費  
賄 費  
旅 費  
交 際 費  
慶 弔 費  
雑 費  
車両維持管理費  
事 業 費  
教 化 関 係 費  
教 化 委 員 会 費  
地 方 研 修 所 費  
講 習 会 助 成 費  
庁 報 発 行 費  
郷 土 暦 調 整 費  
神宮奉賛活動推進費 
指定団体補助金 
神社本庁協賛金 
表 彰 費  
神 社 調 査 費  
諸 祭 寄 贈 金  
神社本庁負担金 
大 麻 暦 頒 布 費  
頒 布 始 祭 費  
郷土暦頒布交付金 
荷 造 発 送 費  
雑 費  
派 遣 費  
評 議 員 派 遣 費  
一都七県連合会派遣費 
神宮奉仕員派遣費 
事務担当者派遣費 
会 館 運 営 費  
神 殿 費  
借 地 費  
営 繕 費  
管 理 費  
諸 費  
資金財産造成費 
基本財産造成費 
予備資金積立金 
職員退職金積立金 
会館維持資金積立金 
神宮式年遷宮積立金 
分 担 金  
運営資金積立金 
次年度当初運営金 
予 備 費  
歳 出 合 計  

382,000 
22,668,800 
620,000 

11,359,800 
8,364,000 
1,925,000 
400,000 

48,213,630 
47,300,000 
913,630 
1,283 
0 

1,099 
184 

4,917,271 
2,068,500 
907,000 
781,771 
1,160,000 
6,000,000 
8,063,829 
90,246,813

407,200 
30,524,512 
9,474,512 
21,050,000 
3,128,138 
1,590,529 
79,144 

1,015,432 
443,033 

17,002,769 
9,018,000 
2,239,960 
3,381,750 

0 
2,308,745 
54,314 

6,782,539 
1,180,040 
40,402 
184,253 
406,761 
951,612 

630,705 
14,810 

1,711,725 
853,984 
122,984 
37,132 
648,131 
6,999,293 
184,103 
1,798,934 
631,572 
21,860 

1,073,520 
1,046,168 
400,000 
1,220,000 
465,000 
58,136 
10,000 
90,000 

4,564,350 
951,940 
80,000 
620,550 
30,390 
221,000 
1,189,605 
309,020 
720,515 

0 
160,070 
848,885 
159,437 
200,000 
147,000 
254,448 
88,000 

3,020,000 
10,000 
10,000 

1,500,000 
500,000 
1,000,000 
680,000 
800,000 
6,000,000 

0 
82,899,231

380,000 
22,778,800 
580,000 

11,359,800 
8,509,000 
1,930,000 
400,000 

47,700,000 
46,900,000 
800,000 
12,000 
10,000 
1,000 
1,000 

4,681,618 
2,000,000 
1,000,000 
581,618 
1,100,000 
6,000,000 
7,347,582 
88,900,000

平成30年度決算額 
 

平成30年度決算額 
 

令和元年度予算額 
 

令和元年度予算額 
 450,000 

30,240,000 
9,400,000 
20,840,000 
4,300,000 
1,900,000 
200,000 
1,500,000 
700,000 

17,456,410 
9,111,600 
2,277,960 
3,416,850 
50,000 

2,500,000 
100,000 
8,450,000 
800,000 
50,000 
700,000 
500,000 
1,100,000 

800,000 
50,000 

2,100,000 
1,100,000 
250,000 
100,000 
900,000 
8,455,000 
400,000 
2,500,000 
700,000 
50,000 

1,200,000 
1,100,000 
400,000 
1,220,000 
465,000 
100,000 
200,000 
120,000 
4,600,000 
1,001,000 
80,000 
650,000 
50,000 
221,000 
1,460,000 
350,000 
900,000 
10,000 
200,000 
1,100,000 
200,000 
200,000 
300,000 
300,000 
100,000 
3,020,000 
10,000 
10,000 

1,500,000 
500,000 
1,000,000 
700,000 
800,000 
6,000,000 
867,590 

88,900,000

歳　　入　　の　　部 
 

歳　　出　　の　　部 
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歳　　入　　の　　部 
款項　　科　　目 

諸 収 入  
負 担 金  
協 賛 金  
寄 付 金  
雑 収 入  

前 年 度 繰 越 金  
歳 入 合 計  

歳　　出　　の　　部 
款項　　科　　目 

諸 支 出  
備 品 費  
文 房 具 費  
図 書 印 刷 費  
通 信 運 搬 費  

消 耗 品 費  
旅 費  
手 当  
慶 弔 費  
役 員 会 費  
雑 費  
全国神社総代会代議員派遣費 
負 担 金  
事 業 費  
神社振興対策費 
講 演 会 費  
功 績 者 表 彰 費  
研 修 費  
全国総代会積立 
総 会 費  
予備資金積立金 
予 備 費  
歳 出 合 計  

平成30年度決算額 令和元年度予算額 

令和元年度予算額 平成30年度決算額 

山梨県神社庁総代会経常費歳入歳出決算　自　平成30年７月１日　至　令和元年６月30日 
山梨県神社庁総代会経常費歳入歳出予算　自　令和元年７月１日　至　令和２年６月30日 

歳　　入　　の　　部 
款項　　科　　目 

会 費  

特 別 協 賛 金  

法 人 寄 付  

個 人 寄 付  

雑 収 入  

当初運営資金繰入金 

前 年 度 繰 越 金  

歳 入 合 計  

歳　　出　　の　　部 
款項　　科　　目 

経 常 費  
人 件 費  
備 品 消 耗 費  
事 務 所 費  
政 治 活 動 費  
組 織 活 動 費  
調 査 研 究 費  
寄 付 金 交 付 金  
研 修 費  
一都七県会議費 
そ の 他 の 経 費  
運営基金積立金 
一都七県積立金 
運営資金積立金 

当初運営資金繰出金 
予 備 費  
歳 出 合 計  

平成30年度決算額 

1,853,000 

361,000 

1,188,040 

2,622,500 

21,003 

0 

201,598 

6,247,141

令和元年度予算額 

1,880,000 

365,000 

1,200,000 

2,480,000 

4,094 

100,015 

70,891 

6,100,000

平成30年度決算額 
240,484 
150,000 
20,000 
70,484 

5,935,766 
2,255,093 
168,060 
1,961,700 
1,365,520 
106,993 
78,400 

0 
0 
0 
0 
0 

6,176,250

令和元年度予算額 
250,000 
150,000 
20,000 
80,000 

5,505,000 
2,085,000 
200,000 
1,980,000 
1,050,000 
120,000 
70,000 
150,000 
100,000 
50,000 
100,015 
94,985 

6,100,000

神政連山梨県本部歳入歳出決算  
自　平成30年７月１日　至　令和元年６月30日 

神政連山梨県本部歳入歳出予算  
自　令和元年７月１日　至　令和２年６月30日 
 

3,057,488 
1,553,850 
1,443,000 

0 
60,638 

2,447,809 
5,505,297

3,035,490 
1,553,850 
1,443,000 
5,000 
33,640 

2,334,510 
5,370,000

446,129 
0 

4,083 
0 

3,034 

2,855 
80,000 
120,000 
50,000 
29,197 
13,240 
143,720 
173,900 
2,450,758 
503,513 

0 
58,137 
604,095 
300,000 
985,013 
100,000 

0 
3,170,787

890,000 
5,000 
10,000 
5,000 
30,000 

10,000 
300,000 
120,000 
80,000 
100,000 
50,000 
180,000 
173,900 
4,100,000 
1,100,000 
100,000 
100,000 
900,000 
300,000 
1,600,000 
100,000 
106,100 
5,370,000

神
社
庁
長

◆
東
山
梨
支
部

諏
訪
神
社
　
平
成
三
十
年
度
氏
子

総
代
、
天
野
正
喜
、
櫛
渕
武
男
、

山
本
栄
泉
、
志
村
和
人
、
深
沢
健

三
、
村
松
仁
司
、
佐
藤
貴
、
海
瀬

正
二

金
櫻
神
社
　
名
取
顯
、
名
取
マ
リ

子◆
東
八
代
支
部

白
山
神
社
　
角
田
善
雄
、
帯
刀
久

栄金
刀
比
羅
神
社
　
株
式
会
社
中
村

工
務
店
、
株
式
会
社
沼
田
鉄
筋
代

表
沼
田
文
次

大
宮
神
社
　
丸
山
喜
久
男

八
幡
神
社
　
石
橋
朗
和
会
会
長

竜
沢
武
利

◆
峡
南
支
部

表
門
神
社
　
丹
澤
淳
人
、
渡
邉
茂

信八
幡
神
社
　
海
野
利
彦

◆
峡
中
支
部

穂
見
神
社
　
穂
坂
牛
一
、
中
辻
伸
、

㈲
川
崎
石
材
工
業

浅
間
神
社
　
河
村
幹
彦

◆
峡
北
支
部

鷲
宮
社
　
栗
原
信
雄
　

宇
波
刀
神
社
　
小
沢
正
洋
、
中
嶋

宏
興

三
嶋
神
社
　
篠
原
繁
明
、
馬
場
利

雄
、
馬
場
袈
裟
一

諏
訪
神
社
　
津
金
洋
一
、
津
金
宏

胤
、
津
金
富
久

福
地
八
幡
神
社
　
保
阪
幸
彦
、
立

正
佼
成
会
韮
崎
教
会

◆
南
都
留
支
部

冨
士
御
室
浅
間
神
社
　
小
佐
野
勝

白
山
神
社
　
外
川
栄
治
、
外
川
春

一
、
外
川
力
三
、
外
川
文
夫
、
中

村
要
一
、
外
川
仁

浅
間
神
社
　
第
一
一
の
三
組
第
一

二
組
、
有
限
会
社
魚
義
、
株
式
会

社
山
梨
墓
石
セ
ン
タ
ー

白
山
神
社
　
外
川
文
雄

八
王
子
神
社
・
筒
口
神
社
　
風
林

火
山
、
馬
羊
会

神
社
本
庁
統
理

◆
甲
府
支
部

住
吉
神
社
　
秋
山
岩
雄

◆
峡
北
支
部

宇
波
刀
神
社
　
真
壁
静
夫

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

金
品
寄
付
者
に
対
し
て
感
謝
状
贈
呈

金
品
寄
付
者
に
対
し
て
感
謝
状
贈
呈
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去
る
九
月
十
七
日
、
令
和
元
年
度

の
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭
・
神
宮
大

麻
暦
頒
布
表
彰
式
・
秋
季
推
進
会
議

が
そ
れ
ぞ
れ
神
宮
内
宮
神
楽
殿
、
神

宮
会
館
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

連
休
明
け
、
残
暑
厳
し
い
気
候
で
は

あ
り
ま
し
た
が
変
わ
ら
ず
伊
勢
の
地

は
参
拝
者
が
多
く
境
内
は
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
前
日
に
は
恒
例
の
招
宴

が
開
か
れ
、
小
松
大
宮
司
様
始
め
ご

挨
拶
を
賜
り
、
乾
杯
後
は
ご
参
集
の

皆
様
と
親
し
く
懇
親
を
深
め
、
盛
大

な
宴
と
な
り
ま
し
た
。
十
七
日
当
日

は
先
ず
は
外
宮
、
内
宮
に
参
拝
し
、

神
楽
殿
に
於
い
て
頒
布
始
祭
を
斎

行
、
各
県
神
社
庁
長
に
神
宮
大
麻
を

頒
か
ち
、
引
き
続
き
神
社
本
庁
奉
納

の
御
神
楽
の
奉
奏
、
神
宮
会
館
に
移

動
し
直
会
・
昼
食
を
摂
り
、
そ
の
後

大
講
堂
に
て
令
和
元
年
度
神
宮
大
麻

暦
頒
布

表
彰
式
・
秋
季
推
進
会
議

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
表
彰
式
で

は
特
別
表
彰
頒
布
優
良
奉
仕
者
の
名

前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
山
梨
県
で
は

東
八
代
支
部
の
若
宮
神
社
宮
司
志
村

重
治
様
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
行
わ
れ
た
推
進
会
議
で
は
恒
例
に

よ
り
前
年
度
の
頒
布
結
果
が
報
告
さ

れ
ま
す
が
、
例
年

約
三
万
か
ら
四

万
体
減
体
の
報
告
が
さ
れ
お
り
、
厳

し
い
現
状
が
数
字
で
見
え
る
会
議
で

も
あ
り
ま
す
。
全
国
の
地
域
の
現
況

と
し
て
は
地
方
で
は
人
口
減
少
、
都

市
部
で
は
神
棚
祭
祀
へ
の
無
関
心
が

言
わ
れ
る
中
、
変
わ
ら
ず
ご
朱
印
の

来
社
参
拝
は
減
ら
ず
、
神
社
に
全
く

の
無
関
心
と
は
思
え
な
い
。
来
年
五

月
よ
り
の
神
宮
大
麻
初
穂
料
の
増
額

も
決
ま
っ
て
い
る
中
、
第
六
十
三
回

神
宮
式
年
遷
宮
を
視
野
に
入
れ
、
如

何
に
し
た
ら
増
体
の
結
果
を
出
せ
る

か
を
一
か
ら
見
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
先
輩
神
職
よ
り
「
神
宮
大
麻

頒
布
は
神
職
・
総
代
に
課
せ
ら
れ
た

永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
終
わ
り
の

な
い
も
の
」
と
聞
い
た
事
が
あ
り
ま

す
。神

明
奉
仕
す
る
者
と
し
て
家
庭
祭

祀
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、
神
宮
大

麻
増
頒
布
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

去
る
十
月
二
十
四
日
、
神
社
本
庁

に
於
い
て
、
定
例
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
、
本
県
か
ら
根
津
庁
長
、
中
田

総
代
会
長
、
古
屋
本
庁
評
議
員
の
三

名
が
出
席
し
た
。

開
会
儀
礼
の
後
、
鷹
司
統
理
か
ら
、

台
風
の
被
災
者
に
お
見
舞
い
の
言
葉

が
あ
り
、「
天
皇
陛
下
の
即
位
に
際

し
国
民
ひ
と
し
く
奉
祝
の
誠
を
捧
げ

る
と
共
に
諸
行
事
が
恙
無
く
行
わ
れ

る
様
祈
念
す
る
」
旨
の
挨
拶
が
な
さ

れ
、
続
い
て
来
賓
の
神
道
政
治
連
盟

打
田
会
長
か
ら
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

次
に
中
山
議
長
が
登
壇
し
、
五
月

の
評
議
員
会
以
降
に
帰
幽
さ
れ
た
山

元
評
議
員
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

議
事
に
入
り
、「
平
成
三
十
年
五

月
定
例
評
議
員
会
に
お
け
る
評
議
員

提
出
決
議
案
件
等
の
処
理
結
果
」

「
平
成
三
十
年
度
神
社
本
庁
業
務
報

告
」「
平
成
三
十
年
度
の
決
算
関
係
」

が
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
は
、
歳
入
が
五
十

億
三
千
万
余
円
、
歳
出
が
四
十
七
億

五
千
万
余
円
と
な
り
、
歳
入
の
主
た

る
部
分
が
神
宮
か
ら
の
本
宗
交
付
金

三
十
二
億
円
、
歳
出
の
主
な
も
の
は

神
徳
宣
揚
費
の
三
十
四
億
円
で
あ

る
。
よ
っ
て
二
億
八
千
万
余
円
が
令

和
元
年
度
に
繰
越
と
な
っ
た
。

ま
た
、「
御
代
替
関
係
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
」
の
、
歳
出
で
は
悠

紀
田
主
基
田
に
選
ば
れ
た
栃
木
、
京

都
の
両
県
へ
の
活
動
助
成
金
や
、
御

代
替
り
に
関
す
る
啓
発
冊
子
の
作
成

費
用
等
に
使
わ
れ
て
い
る
と
の
説
明

が
な
さ
れ
た
。

次
に
「
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
補
正
予
算
」
が
上
程
、
原
案

通
り
可
決
さ
れ
た
。

自
由
討
論
で
は
、
山
梨
県
か
ら
の

意
見
と
し
て
、
私
か
ら
「
過
疎
地
域

の
神
社
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
山
梨
県
の
不
活
動
神
社
対

策
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
不
活
動
神

社
対
策
委
員
会
を
平
成
二
十
五
年
に

組
織
し
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
は
中

込
前
総
代
会
長
の
提
案
で
不
活
動
神

社
対
策
は
県
全
体
で
取
組
む
べ
き
と

の
発
議
に
よ
り
、
不
活
動
対
策
協
賛

金
を
募
集
、
最
終
的
に
神
職
、
総
代

か
ら
四
百
万
円
以
上
の
協
賛
を
得
、

本
庁
、
県
神
社
庁
の
助
成
金
を
加
え

七
百
万
円
の
対
策
資
金
が
集
ま
り
、

そ
れ
に
よ
り
、
司
法
書
士
や
行
政
書

士
に
依
頼
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
解
決
に
当
た
る
様
努
力
し
て
い
る

事
、
そ
れ
に
よ
り
二
十
三
社
に
対
策

を
行
い
、
十
二
社
の
不
活
動
状
態
か

解
消
し
た
と
の
事
例
を
発
表
し
た
。

次
に
、
田
中
総
長
、
鷹
司
統
理
が

閉
会
の
挨
拶
を
さ
れ
、
終
了
し
た
。

閉
会
後
、
多
く
の
評
議
員
か
ら
山

梨
県
の
不
活
動
対
策
に
対
し
評
価
を

す
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

は
、
大
変
嬉
し
い
次
第
で
あ
っ
た
。

古

屋

真

弘

本
庁
評
議
員

神
社
本
庁
　
十
月
定
例
評
議
会

植

松

真

芳

東
八
代
支
部
　
支
部
長

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭

表
彰
式
・
秋
季
推
進
会
議



令
和
元
年
九
月
四
日
早
朝
に
三
十

九
名
に
て
県
下
を
出
発
し
て
、
一
路

石
川
県
を
目
指
し
、
十
一
時
三
十
分

頃
に
到
着
し
て
、
石
川
県
立
音
楽
堂

に
て
、「
奉
祝
天
皇
陛
下
御
即
位
」

第
五
十
五
回
全
国
神
社
総
代
大
会

が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
先

立
っ
て
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
が

あ
り
、
館
内
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た

り
、
感
動
し
ま
し
た
。
続
い
て
記
念

講
演
で
、
俳
優
の
篠
井
英
介
先
生
の

「
演
題
」
に
入
り
、
地
元
出
身
の

「
金
沢
に
息
づ
く
伝
統
」
に
つ
い
て

の
話
し
が
あ
り
、
金
沢
の
伝
統
工
芸

の
金
箔
工
芸
に
つ
い
て
は
、
特
筆
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
後
世
に
伝
統
工

芸
を
守
っ
て
ゆ
き
た
い
、
と
の
意
義

あ
る
講
演
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
続
い
て
式
典
に
入
り
、
全
国
神

社
総
代
会
長
、
三
村
会
長
の
式
辞
の

あ
と
、
神
社
功
労
者
表
彰
と
な
り
、

山
梨
県
か
ら
二
名
、
小
松
神
社
役
員
、

坂
本
宗
正
様
と
、
浅
間
神
社
役
員
の

三
井
晴
則
の
二
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
い
て
来
賓
の
祝
辞
と
な

り
、
神
社
本
庁
統
理
、
鷹
司
尚
武
様

よ
り
「
奉
賛
活
動
の
柱
と
し
て
、
神

宮
大
麻
、
暦
の
頒
布
活
動
を
推
進
し

て
下
さ
い
」
と
の
祝
辞
を
頂
き
、
次

に
神
宮
大
宮
司
、
小
松
揮
世
久
様
よ

り
祝
辞
が
あ
り
、
新
た
な
御
代
で
初

め
て
と
な
る
令
和
元
年
度
の
神
宮
大

麻
・
暦
の
頒
布
に
あ
た
り
、
本
宗
奉

賛
と
神
宮
大
麻
全
国
頒
布
の
意
義
を

再
確
認
し
、
全
て
の
世
帯
に
頒
布
す

る
と
の
気
概
を
以
て
、
頒
布
向
上
に

精
励
戴
く
こ
と
を
切
に
願
う
次
第
で

あ
る
。
と
祝
辞
を
頂
き
、
神
道
政
治

連
盟
会
長
の
打
田
文
博
様
よ
り
、
国

旗
、
国
歌
及
び
祝
日
は
、
そ
の
国
の

伝
統
と
文
化
を
尊
重
す
る
も
の
で
、

推
進
に
継
続
し
て
取
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。
次
に
石
川
県
知
事
の
谷
本
正

憲
様
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
金

沢
市
長
の
山
野
之
義
様
よ
り
金
沢
に

よ
う
こ
そ
お
い
で
頂
き
、「
伝
統
工

芸
の
金
箔
工
芸
と
街
並
を
鑑
賞
し
て

下
さ
い
。」
と
の
歓
迎
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
次
に
受
彰
者
の
謝
辞
が

あ
っ
て
、
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画

報
告
が
あ
り
、
全
員
の
了
承
を
以
て

承
認
さ
れ
て
、
大
会
宣
言
の
あ
と
、

次
期
大
会
開
催
地
の
広
島
県
の
代
表

か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
大
会
は

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
夜
は
ホ
テ
ル

和
倉
温
泉
に
一
泊
し
て
、
翌
日
に
は

予
定
の
尾
山
神
社
へ
正
式
参
拝
し

て
、
東
茶
屋
街
を
散
策
し
て
、
一
路

山
梨
へ
無
事
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
八
月
九
日
、
ベ
ル
ク
ラ

シ
ッ
ク
甲
府
に
於
い
て
、
神
道
政
治

連
盟
山
梨
県
地
方
議
員
懇
談
会
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

開
会
儀
礼
か
ら
始
ま
り
、
皆
川
巌

会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
一
月
の
山

梨
県
知
事
選
挙
と
四
月
の
統
一
地
方

選
挙
、
七
月
の
参
議
院
選
挙
の
結
果

の
報
告
と
御
礼
、
又
新
天
皇
陛
下
御

即
位
の
奉
祝
事
業
へ
の
協
力
と
抱
負

を
語
っ
た
。
続
い
て
来
賓
の
赤
池
誠

章
参
議
院
議
員
が
挨
拶
に
立
っ
て
選

挙
結
果
と
御
礼
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

来
賓
挨
拶
、
紹
介
が
終
わ
っ
て
議

事
に
入
っ
た
。
議
事
は
、
平
成
三
十

年
度
活
動
報
告
と
決
算
報
告
が
一
括

で
上
程
さ
れ
た
。
活
動
報
告
で
は
、

一
月
の
県
知
事
選
挙
で
自
民
党
県
連

が
一
本
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
乗
り
越
え
て
選
挙
に
臨
ん
だ
こ

と
、
又
こ
の
流
れ
に
乗
っ
て
七
月
の

参
議
院
選
挙
に
勝
利
し
た
こ
と
も
含

め
て
報
告
さ
れ
、
監
査
報
告
の
後
に

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、
令
和
元
年

度
の
活
動
方
針
、
事
業
計
画
、
予
算

案
が
上
程
さ
れ
、
令
和
二
年
の
三
月

八
日
に
、
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
事

業
と
し
て
大
柴
邦
彦
県
議
会
議
長
を

実
行
委
員
長
に
、
奉
祝
式
典
、
奉
祝

パ
レ
ー
ド
に
協
力
す
る
旨
の
説
明
と

予
算
案
を
討
議
し
た
。
予
算
案
で
は
、

神
政
連
山
梨
県
地
方
議
員
懇
談
会
の

会
員
が
十
八
名
か
ら
二
十
六
名
に
増

加
し
た
こ
と
の
報
告
と
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
決
議
さ
れ
た
。
議
事
が

終
わ
り
総
会
を
閉
会
し
て
神
政
連
山

梨
県
本
部
と
の
懇
親
会
に
移
っ
た
。

忙
し
い
中
十
八
名
の
県
議
会
議
員
の

出
席
を
頂
き
、
各
選
挙
区
ご
と
に
用

意
さ
れ
た
席
に
着
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
親
睦
を
深
め
た
。

振
り
返
る
と
地
方
議
員
懇
談
会
設

立
に
あ
た
り
当
時
は
自
民
党
県
議
団

が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
。
神
政
連

と
し
て
非
常
に
難
し
い
立
場
に
あ

り
、
行
動
に
は
慎
重
を
期
し
て
会
議

を
重
ね
た
。
当
時
の
佐
々
木
本
部
長

を
中
心
に
、
神
政
連
山
梨
県
本
部
は

誰
に
も
何
処
に
も
阿
る
こ
と
な
く
私

利
私
欲
に
捕
ら
わ
れ
ず
真
っ
直
ぐ
に

進
む
と
の
方
針
を
決
め
理
解
頂
け
る

県
議
員
の
先
生
方
と
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。
最
初
は
否
決
さ
れ
た
「
憲
法

改
正
早
期
実
現
の
国
会
要
請
」
の
決

議
も
成
さ
れ
た
今
で
は
四
月
の
地
方

選
挙
に
於
い
て
当
選
し
た
自
民
党
所

属
の
二
十
六
名
の
県
議
員
全
員
の
入

会
も
頂
い
た
。
神
社
庁
役
員
を
始
め

神
職
、
総
代
の
協
力
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
共
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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三

井

晴

則

浅
間
神
社
　
責
任
役
員

第
五
十
五
回
全
国
神
社
総
代
会
大
会
に
出
席
し
て

渡
　
邊
　
平
一
郎

本
部
長

神
道
政
治
連
盟
山
梨
県
本
部

地
方
議
員
懇
談
会
報
告
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絵
本
日
本
の
神
話

国
生
み
の
話
（
第
四
話
）

「
一
般
財
団
法
人
　
日
本
文
化
興
隆
財
団
」
提
供

問
い
合
わ
せ

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
四
│
五
│
十
　

電
　
話

〇
三
│
五
七
七
五
│
一
一
四
五

一
冊
　
二
〇
〇
円

お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
と
、

神
話
の
世
界
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
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（
一
八
八
号
　
第
五
話
へ
続
く
）
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九
月
十
七
日
、
伊
勢
の
神
宮
に
お

い
て
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭
が
斎
行

さ
れ
各
県
神
社
庁
長
に
大
麻
が
頒
た

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
令

和
元
年
度
山
梨
県
神
社
庁
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
祭
は
、
九
月
二
十
五
日
神

社
庁
神
殿
に
お
い
て
峡
南
支
部
に
よ

り
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
神
宮
大
麻
増
体
運

動
を
全
国
的
に
進
め
て
い
る
中
、
山

梨
県
で
は
、
昨
年
頒
布
総
数
一
一
三
、

一
七
六
体
（
前
年
比
一
、
〇
三
二
体

減
）、
内
訳
と
し
て
大
大
麻
一
、
七

三
六
体
（
一
八
体
減
）、
中
大
麻
一

二
、
四
三
八
体
（
九
一
体
増
）、
小

大
麻
九
九
、
〇
〇
二
体
（
一
、
一
〇

五
体
減
）
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
し

た
。
過
疎
地
域
で
は
世
帯
の
減
少
ま

た
は
消
滅
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
若
い
世
代
は
生
活
の
し
や
す
い

都
市
部
へ
流
入
し
、
そ
れ
に
伴
う
神

棚
祭
祀
の
断
絶
、
地
域
共
同
体
へ
の

関
わ
り
の
低
下
な
ど
要
因
と
な
る
課

題
は
中
々
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。

世
は
御
朱
印
ブ
ー
ム
で
あ
り
、
神

社
参
拝
の
若
者
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で

の
外
国
人
の
姿
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
そ
の
こ
と
が
直
接
増
体
に
結
び

つ
く
か
ど
う
か
は
不
確
定
で
は
あ
り

ま
す
が
、
社
頭
で
の
広
報
や
講
話
、

外
祭
で
の
講
話
、
氏
子
総
代
の
皆
様

方
と
の
連
携
強
化
な
ど
根
気
強
く
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

理
解
普
及
を
図
る
と
共
に
私
達
自
身

も
自
己
啓
発
、
自
己
研
鑽
に
励
む
こ

と
も
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

大
麻
は
「
大
神
の
大
御
稜
威

お

お

み

い

つ

を
仰

ぎ
奉
り
斎
い
奉
る
大
御
璽

お
お
み
し
る
し

」
で
あ
り
、

神
棚
に
そ
れ
を
奉
る
こ
と
で
心
の
安

寧
や
日
々
へ
の
感
謝
な
ど
意
義
あ
る

家
庭
の
中
で
の
心
の
習
慣
を
育
む
と

こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
こ
と
が
氏
神
様

と
の
繋
が
り
と
も
な
る
と
思
い
ま

す
。
意
識
を
高
く
持
ち
な
が
ら
氏
子

総
代
の
皆
様
方
と
と
も
に
神
明
奉
仕

に
務
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

去
る
、
九
月
二
十
五
日
午
後
三
時

よ
り
ホ
テ
ル
談
露
館
に
お
い
て
、
令

和
元
年
度
山
梨
県
神
社
庁
顧
問
・
参

与
会
が
四
十
余
名
の
参
加
者
の
下
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
例
会
で
は
、
開
式
の
辞
に

続
き
、
本
年
新
た
に
参
与
に
加
わ
る

私
に
根
津
神
社
庁
長
よ
り
委
嘱
状
の

交
付
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

根
津
庁
長
、
総
代
会
長
の
ご
挨
拶
、

飯
田
参
事
よ
り
神
社
庁
の
業
務
報
告

が
行
わ
れ
、
例
会
を
閉
式
し
ま
し
た
。

続
く
第
二
部
で
は
、
山
梨
県
神
社
庁

顧
問
、
山
梨
縣
護
國
神
社
宮
司
羽
中

田
進
先
生
を
講
師
に
迎
え
『
交
通
安

全
と
私
』
と
題
し
、
講
演
を
戴
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を
改
め
第
三

部
懇
親
会
が
執
り
行
わ
れ
、
先
輩
顧

問
参
与
の
皆
様
と
懇
親
を
深
め
さ
せ

て
頂
き
、
激
励
の
お
言
葉
や
、
今
後

の
神
社
界
に
つ
い
て
の
提
言
を
賜
り

ま
し
た
。

今
般
、
新
た
に
山
梨
県
神
社
庁
参

与
を
拝
命
致
し
、
素
よ
り
浅
学
非
才

の
身
、
若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

中
堅
神
職
と
し
て
改
め
て
心
も
身
も

更
に
引
き
締
め
て
誠
心
誠
意
努
め
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続

き
先
輩
方
か
ら
の
御
指
導
、
御
鞭
撻

を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山

本

純

司

峡
南
支
部
　
支
部
長

山
梨
県
神
社
庁
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭

神
社
庁
顧
問
参
与
会

武
田
神
社
　
権
禰
宜

遠
　
藤
　
倫
　
生
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本
大
会
は
東
京
渋
谷
の
神
社
本
庁

で
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
は
九

月
二
日
に
「
大
嘗
祭
と
天
皇
の
祭
祀
」

の
題
で
、「
古
代
の
大
嘗
祭
に
つ
い

て
」
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
岡
田
莊

司
先
生
よ
り
、「
明
治
の
大
嘗
祭
に

つ
い
て
」
國
學
院
大
學
教
授
武
田
秀

章
先
生
よ
り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

古
代
の
大
嘗
祭
と
明
治
の
大
嘗
祭

と
を
比
較
検
討
し
て
お
り
、
中
絶
時

期
も
含
め
変
わ
り
つ
つ
も
、
歴
史
を

通
じ
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
本
質

や
、
大
嘗
祭
を
中
心
と
し
た
天
皇
祭

祀
と
神
社
祭
祀
と
の
関
係
や
現
代
の

大
嘗
祭
に
つ
い
て
の
考
察
が
行
わ

れ
、
古
代
律
令
国
家
の
成
立
に
よ
り
、

即
位
儀
礼
の
「
大
嘗
祭
」
等
が
定
め

ら
れ
た
と
さ
れ
る
天
武
・
持
統
朝
よ

り
千
三
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、

成
立
時
は
即
位
の
礼
と
大
嘗
祭
は
同

時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
か
ら

千
年
前
桓
武
天
皇
の
時
代
に
分
け
ら

れ
た
こ
と
、
明
治
よ
り
旧
暦
十
一
月

第
二
卯
の
日
に
な
っ
た
こ
と
、
本
庁

憲
章
の
「
敬
神
尊
皇
の
教
学
」
の
観

点
か
ら
大
嘗
祭
に
合
わ
せ
全
国
各
地

の
神
社
で
も
新
嘗
祭
が
行
わ
れ
た
こ

と
な
ど
、
皇
室
祭
祀
と
神
社
祭
祀
と

の
関
係
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
は
本
庁
内
で
懇
親

会
が
あ
り
、
先
生
方
・
神
職
の
方
々

と
の
交
友
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
国
と
国
民
の
安
寧
・
豊
穣
を

祈
っ
た
儀
式
が
行
わ
れ
た
大
嘗
宮

は
、
十
一
月
二
十
一
日
〜
十
二
月
八

日
ま
で
一
般
公
開
さ
れ
、
皇
居
・
坂

下
門
か
ら
入
門
で
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
足
を
運
ば
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

去
る
七
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
の

二
泊
三
日
の
日
程
で
、
佐
賀
県
鎮
座

佐
嘉
神
社
に
お
い
て
、
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。
私
は
、
武
田
神
社
内
藤

禰
宜
を
会
長
と
す
る
十
名
前
後
の
講

話
研
究
会
（
末
廣
会
）
に
所
属
し
て

お
り
、
当
会
で
は
毎
月
講
話
当
番
を

決
め
て
社
頭
講
話
を
し
て
も
ら
い
、

他
の
メ
ン
バ
ー
が
評
価
を
し
て
、
お

互
い
の
講
話
上
達
を
目
指
し
訓
練
を

し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
私
は
、

「
神
葬
祭
（
一
年
祭
と
納
骨
）
を
終

え
て
」
を
題
目
と
し
て
、
原
稿
用
紙

五
枚
（
講
話
時
間
十
分
）
な
る
内
容

で
、
末
廣
会
で
二
回
程
揉
ん
で
も
ら

い
、
講
話
内
容
と
講
話
話
術
を
修
正

し
て
も
ら
っ
て
の
、
九
州
大
会
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
十
五
年
前
神
社

庁
に
奉
職
し
て
い
た
時
に
、
当
時
の

上
司
の
古
屋
主
事
に
ご
指
導
を
仰
ぎ

出
雲
大
会
に
参
加
し
た
の
が
初
め
て

で
、
そ
の
時
の
題
目
が
「
我
が
家
の

子
供
教
育
」
で
し
た
。
十
五
年
前
は

子
育
て
真
っ
只
中
、
今
は
宮
司
と
な

り
様
々
な
御
祈
祷
と
事
業
継
承
を
考

え
る
歳
に
な
り
、
十
五
年
の
歳
月
は

講
話
の
題
目
を
も
大
き
く
変
え
る
な

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

研
修
会
の
進
め
方
は
、
予
め
準
備

し
て
き
た
題
目
に
従
い
、
三
人
単
位

で
各
自
十
分
講
話
を
行
い
、
講
師
先

生
が
評
価
を
行
っ
た
後
、
各
受
講
生

は
発
表
者
の
評
価
を
講
演
実
習
感
想

用
紙
に
記
入
す
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。

評
価
項
目
は
、
祈
り
・
内
容
・
話

法
・
態
度
・
総
合
評
価
・
課
題
に
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
私

も
受
講
生
三
十
三
人
か
ら
感
想
用
紙

を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
私
の
評
価
が

客
観
的
に
分
か
る
訳
で
す
。
最
後
に
、

研
修
会
の
講
師
先
生
に
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
宮
田
修
先
生
が
お

り
、
先
生
が
一
般
向
け
の
講
話
の
ポ

イ
ン
ト
を
話
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お

伝
え
し
て
結
び
と
し
ま
す
。

①
は
っ
き
り
と
話
す
（
ア
段
は
大
き

く
口
を
開
け
る
）

②
自
信
を
持
つ
（
話
す
事
に
よ
り
相

手
が
幸
せ
に
な
る
と
思
え
）

③
い
ろ
ん
な
事
を
調
べ
裏
を
取
り
、

咀
嚼
解
釈
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作
る

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
嘘
が
多
い
）

④
講
演
録
を
作
る
（
書
き
言
葉
と
話

し
言
葉
は
違
う
）。
耳
で
聞
い
て
分

か
る
か
？
難
し
い
言
葉
は
Ｎ
Ｇ

⑤
目
の
前
の
人
を
小
五
の
子
供
と
思

え
（
小
五
で
も
分
か
る
話
に
す
る
）

⑥
地
名
と
人
名
（
字
解
き
を
す
る
）

※
有
名
は
固
有
名
詞
、
無
名
は
補
足

を
入
れ
る
（
疑
問
を
湧
か
せ
る
な
）

⑦
相
手
の
事
を
考
え
る
（
愛
情
）

第
三
十
七
回
神
社
本
庁
神
道

教
学
研
究
大
会
に
参
加
し
て

天
神
社
　
宮
司松

　
田
　
公
　
仁

第
三
十
五
回
神
道
講
演
全
国
研
修

大
会
（
九
州
大
会
）
に
参
加
し
て

講
話
研
究
会
（
末
廣
会
）

稲
　
葉
　
政
　
信
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去
る
九
月
十
三
日
に
甲
府
刑
務
所

に
お
い
て
秋
季
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

同
刑
務
所
に
お
け
る
慰
霊
祭
は
被

収
容
者
と
そ
の
家
族
の
物
故
さ
れ
た

方
々
の
御
霊
を
慰
霊
す
る
た
め
、
毎

年
春
秋
の
彼
岸
の
時
期
に
行
わ
れ
、

県
内
八
宗
派
の
宗
教
団
体
が
持
ち
回

り
で
受
け
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
二
年
ぶ
り
に
神
道
形
式
で

の
当
番
と
な
り
、
山
梨
県
神
職
保
護

司
会
が
、
会
長
以
下
八
名
に
よ
り
祭

典
を
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
刑
務
所
内
に
あ
る
講
堂

の
舞
台
上
に
祭
場
を
設
け
て
の
斎
行

と
な
り
ま
し
た
。

神
事
に
先
立
ち
、
典
儀
を
務
め
た

石
原
鎮
事
務
局
長
か
ら
神
道
形
式
で

遂
行
す
る
こ
と
や
、
奏
楽
に
用
い
る

楽
器
（
笙
、
篳
篥
等
）
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
、
和
楽
器
独
特
の
優
美
な

音
色
を
響
か
せ
、
列
席
し
た
者
の
心

を
癒
し
、
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

開
式
を
迎
え
ま
し
た
。

神
事
に
あ
た
っ
て
は
、
教
誨
師
を

務
め
ら
れ
て
い
る
根
津
泰
昇
会
長
が

斎
主
を
務
め
ら
れ
、
神
籬
に
物
故
者

三
百
三
十
三
柱
の
御
霊
を
お
迎
え
す

る
と
共
に
物
故
者
名
簿
を
供
え
、
刑

務
官
や
該
当
す
る
百
名
を
超
え
る
被

収
容
者
の
参
列
の
も
と
厳
粛
の
う
ち

に
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
、
処
遇
部
長

が
代
表
し
て
玉
串
を
奉
り
物
故
者
に

対
し
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
教
誨
師
で
も
あ
る
、
佐
々

木
高
仁
副
会
長
が
講
話
を
行
い
、
神

道
で
は
祭
祀
の
斎
行
に
あ
た
っ
て

は
、
先
ず
、
心
身
の
清
浄
を
期
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
列
席
さ

れ
て
い
る
人
達
も
罪
を
犯
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
よ
り
刑
務
所
に
収
容
さ

れ
て
い
た
た
め
、
親
族
等
関
係
者
の

葬
儀
に
参
列
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

誠
に
心
残
り
で
あ
ろ
う
。
一
人
一
人

が
改
め
て
清
ら
か
な
真
心
を
胸
に
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
引
き
起
こ
し
た

自
ら
の
罪
へ
の
反
省
と
、
故
人
へ
の

慰
霊
の
念
を
深
く
心
に
留
め
て
刑
期

を
全
う
し
、
社
会
に
出
た
後
も
同
様

に
浄
ら
か
な
心
根
を
持
ち
続
け
、
再

び
法
を
犯
す
こ
と
の
無
い
よ
う
生
活

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
旨
話
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
し
た
被
収
容
者
一
人
一
人
が

本
日
の
慰
霊
祭
を
通
じ
、
心
の
清
浄

と
平
穏
を
得
て
、
更
生
の
道
を
歩
ん

で
行
く
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

甲
府
市
酒
折
酒
折
宮
例
大
祭
　
山
梨

市
下
栗
原
大
宮
五
所
大
神
秋
季
大
祭

山
梨
市
正
徳
寺
唐
土
神
社
秋
例
大
祭

甲
斐
市
富
竹
新
田
神
明
神
社
例
祭

甲
斐
市
長
塚
長
塚
神
社
秋
季
例
大
祭

南
ア
ル
プ
ス
市
鏡
中
条
巨
摩
八
幡
宮

秋
季
例
大
祭

南
ア
ル
プ
ス
市
吉
田
諏
訪
神
社
秋
例

祭甲
府
市
愛
宕
町
愛
宕
神
社
例
祭

甲
府
市
高
畑
住
吉
神
社
秋
季
例
大
祭

忍
野
村
忍
草
浅
間
神
社
七
五
三
祭

忍
野
村
内
野
浅
間
神
社
七
五
三
祭

富
士
吉
田
市
下
吉
田
小
室
浅
間
神
社

室
宮
恵
比
寿
例
祭
（
〜
二
十
日
）

生
出
神
社
新
嘗
祭
　
甲
府
市
宮
前
町

八
幡
神
社
新
嘗
祭
　
甲
府
市
国
玉
町

玉
諸
神
社
新
嘗
祭
・
神
宮
大
麻
頒
布

始
祭
　
甲
府
市
湯
田
甲
府
恵
比
寿
神

社
例
大
祭
え
び
す
講
祭
　
塩
山
上
萩

原
神
部
神
社
新
穀
感
謝
祭
　
勝
沼
町

菱
山
古
宮
太
神
社
秋
季
例
大
祭
　
早

川
町
京
ヶ
島
八
幡
日
吉
神
社
秋
祭
り

身
延
町
帯
金
八
幡
大
神
社
新
穀
祭

富
士
吉
田
市
新
倉
富
士
浅
間
神
社
新

嘗
祭
　
忍
野
村
忍
草
浅
間
神
社
新
嘗

祭
　
忍
野
村
内
野
浅
間
神
社
新
嘗
祭

富
士
吉
田
市
松
山
松
尾
神
社
新
嘗
祭

小
淵
沢
町
小
淵
沢
北
野
天
神
社
新
嘗

祭韮
崎
市
穴
山
町
諏
訪
神
社
新
嘗
祭

大
泉
町
谷
戸
逸
見
神
社
新
嘗
祭

甲
府
市
御
岳
町
金
桜
神
社
鎮
火
祭

10
・
20

10
・
25

10
・
26

11
・
10

11
・
15

11
・
19

11
・
23

11
・
24

11
・
25

11
・
28

12
・
１

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

祭
　
典
　
日
　
程

祭
　
典
　
日
　
程 

祭
　
典
　
日
　
程 

長
坂
町
長
坂
上
条
穂
見
諏
訪
十
五
所

神
社
厄
神
祭

長
坂
町
長
坂
上
条
穂
見
諏
訪
十
五
所

神
社
新
嘗
祭
・
大
祓

甲
府
市
宮
前
町
八
幡
神
社
大
祓
　
甲

府
市
国
玉
町
玉
諸
神
社
大
祓
　
甲
府

市
東
光
寺
山
八
幡
神
社
大
祓
　
一
宮

町
橋
立
甲
斐
奈
神
社
大
祓
式
　
甲
斐

市
西
八
幡
八
幡
大
神
社
師
走
大
祓
式

長
坂
町
長
坂
上
条
穂
見
諏
訪
十
五
所

神
社
降
夜
祭
　
大
泉
町
谷
戸
逸
見
神

社
年
越
祭
・
大
祓
　
忍
野
村
忍
草
浅

間
神
社
年
越
大
祓
式
並
び
に
除
夜
祭

忍
野
村
内
野
浅
間
神
社
年
越
大
祓
式

並
び
に
除
夜
祭

大
嶽
山
那
賀
都
神
社
元
旦
祭
大
月

市
七
保
町
葛
野
御
嶽
神
社
歳
旦
祭

一
宮
町
橋
立
甲
斐
奈
神
社
歳
旦
祭

南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
諏
訪
神
社
歳
旦

祭
韮
崎
市
藤
井
町
南
下
条
福
地
八

幡
神
社
歳
旦
祭
高
根
町
長
沢
船
形

神
社
歳
旦
祭
小
淵
沢
町
北
野
天
神

社
元
旦
祭
白
州
町
白
須
若
宮
八
幡

神
社
元
旦
祭
忍
野
村
忍
草
浅
間
神

社
歳
旦
祭
忍
野
村
内
野
浅
間
神
社

歳
旦
祭
富
士
河
口
湖
町
船
津
八
王

子
神
社
歳
旦
祭
富
士
河
口
湖
町
船

津
筒
口
神
社
歳
旦
祭
大
月
市
初
狩

町
下
初
狩
八
幡
神
社
元
旦
祭
高
根

町
箕
輪
建
部
神
社
歳
旦
祭
長
坂
町

大
井
ヶ
森
森
山
諏
訪
神
社
元
旦
祭

甲
府
市
愛
宕
神
社
火
伏
祭

大
月
市
駒
橋
三
嶋
神
社
元
始
祭

一
宮
町
中
尾
神
社
道
祖
神
祭

富
士
吉
田
市
新
屋
山
神
社
正
月
祭

12
・
６

12
・
25

12
・
31

１
・
１

１
・
２

１
・
３

１
・
12

１
・
17

甲
府
刑
務
所

秋
季
慰
霊
祭
斎
行

山
梨
県
神
職
保
護
司
会

宮
　
下
　
重
　
範
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七
月
中
旬
、
県
内
は
遅
い
梅
明
け
。

そ
の
後
、
盆
地
は
連
日
茹
だ
る
様
な

猛
暑
日
。
そ
ん
な
中
の
八
月
四
日
、

吉
田
の
小
室
浅
間
神
社
で
緑
陰
子
供

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
早
朝
、
境

内
に
集
合
し
た
委
員
達
は
口
を
揃
え

て
「
涼
し
い
ね
ー
。」
ほ
ど
な
く
渡

辺
宮
司
様
が
来
ら
れ
「
暑
い
暑
い
…

皆
様
暑
い
中
を
御
苦
労
様
で
す
。
本

日
は
流
鏑
祭
の
準
備
も
実
施
さ
れ
ま

す
。」
と
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
総
代

さ
ん
達
と
打
合
わ
せ
。
お
忙
し
い
様

子
。九

時
半
受
付
開
始
。
十
四
名
の
子

供
達
が
集
ま
り
ま
し
た
。
始
め
は
境

内
で
ゲ
ー
ム
。
子
供
達
と
委
員
と
も

す
ぐ
打
ち
解
け
ま
し
た
。
次
に
昇
殿

参
拝
。
神
妙
な
顔
つ
き
、
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
代
表
者
に
合
わ
せ
て
参

拝
。
宮
司
様
の
お
話
の
後
、
記
念
撮

影
。
再
び
境
内
で
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
。
参
拝
の
緊
張
が
解
れ
た
の

か
前
に
も
増
し
て
歓
声
が
響
き
ま
し

た
。
作
業
の
手
を
休
め
て
、
総
代
さ

ん
達
も
走
り
回
る
子
供
達
を
眺
め
て

い
ま
し
た
。
雅
楽
を
鑑
賞
し
昼
食
。

美
味
と
定
評
の
宮
司
様
の
奥
様
の
カ

レ
ー
で
し
た
。
二
杯
、
三
杯
の
お
代

り
は
当
た
り
前
、
男
の
子
の
中
に
は

四
杯
目
の
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。
不

詳
私
も
三
杯
頂
き
ま
し
た
。
食
前
食

後
の
挨
拶
も
竹
埜
委
員
の
先
導
で
き

ち
ん
と
出
来
ま
し
た
。
行
灯
作
り
の

後
、
お
や
つ
の
ア
イ
ス
を
食
べ
な
が

ら
火
鑚
体
験
と
順
調
に
進
み
午
後
三

時
半
、
閉
会
式
。
迎
え
の
親
御
さ
ん

に
行
灯
を
見
せ
た
り
、
カ
レ
ー
を
何

杯
食
べ
た
と
興
奮
気
味
に
話
す
後
ろ

姿
。
氏
神
様
に
親
し
み
を
持
っ
て
、

初
詣
に
、
お
祭
り
に
、
節
目
々
々
に
、

こ
の
参
道
を
通
っ
て
参
拝
に
来
て
く

れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
見
送
り
ま
し

た
。

わ
た
し
は
、
り
ょ
く
い
ん
子
ど
も

会
に
さ
ん
か
し
ま
し
た
。

じ
ん
社
の
け
い
だ
い
で
、
は
ん
か

ち
お
と
し
や
お
に
ご
っ
こ
や
、
小
さ

な
ボ
ー
ル
を
は
こ
ぶ
き
ょ
う
そ
う
を

し
て
、
と
て
も
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

じ
ん
社
の
は
い
で
ん
で
「
が
が
く
」

を
き
き
ま
し
た
。
日
本
で
む
か
し
か

ら
え
ん
そ
う
さ
れ
て
い
た
音
が
く
だ

と
知
っ
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

お
昼
ご
は
ん
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

た
べ
お
わ
っ
て
、
絵
と
う
ろ
う
を
つ

く
り
ま
し
た
。
絵
に
色
を
ぬ
り
ま
し

た
。
く
み
た
て
る
の
が
む
ず
か
し
か

っ
た
の
で
、
て
つ
だ
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
む
か
し
は
電
気
が
な
い
の
で
、

よ
る
に
あ
か
る
く
す
る
の
に
つ
か
う

も
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
火
お
こ
し
を
し
ま
し

た
。
ひ
も
が
つ
い
た
ぼ
う
で
木
の
い

た
を
こ
す
っ
て
火
を
お
こ
す
の
は
、

た
い
へ
ん
で
し
た
。
け
む
り
は
出
た

け
ど
火
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
は
、
か
ん
た
ん
に
火

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
べ
ん
り

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

り
ょ
く
い
ん
子
ど
も
会
に
さ
ん
か

し
て
、
じ
ん
社
の
こ
と
で
む
か
し
の

こ
と
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
と
て
も
た
の
し
か
っ
た
で

す
。

教
化
委
員
会
事
業
部

副
部
長

渡
　
邊
　
英
　
明

今
年
の
夏
休
み
、
小
室
浅
間
神
社

で
行
わ
れ
た
緑
陰
子
供
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

地
域
の
子
供
達
が
集
ま
り
、
神
様

に
お
参
り
し
た
後
境
内
で
鬼
ご
っ
こ

な
ど
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
境
内
の

木
々
が
日
光
を
遮
っ
て
い
る
の
で
、

と
て
も
涼
し
か
っ
た
で
す
。
昔
の
子

供
が
神
社
を
遊
び
場
に
し
て
い
た
理

由
が
分
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

神
社
の
拝
殿
で
雅
楽
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。
音
取
や
越
天
楽
は
聴
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
演
奏

し
て
い
る
の
を
じ
っ
く
り
と
見
た
の

は
初
め
て
で
し
た
。
雅
楽
で
使
わ
れ

る
楽
器
の
中
で
は
、
龍
笛
の
音
が
一

番
好
き
で
す
。
雅
楽
を
間
近
で
鑑
賞

で
き
る
機
会
は
な
い
の
で
と
て
も
貴

重
な
体
験
で
し
た
。

午
後
は
絵
灯
篭
を
作
っ
た
り
、
火

お
こ
し
体
験
を
し
ま
し
た
。
昔
か
ら

火
は
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
物

で
す
が
、
火
を
お
こ
す
こ
と
が
こ
ん

な
に
も
大
変
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

今
回
の
緑
陰
子
供
会
で
は
、
神
社

と
い
う
神
様
が
い
る
神
聖
な
場
所
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
を
見
守
っ
て

い
る
神
様
に
常
に
感
謝
し
て
生
活
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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昨
年
、
一
昨
年
と
台
風
の
進
路
に

当
た
り
、
前
日
か
ら
開
催
を
懸
念
す

る
電
話
し
き
り
で
あ
っ
た
軛
山
梨
県
神

社
関
係
者
囲
碁
大
会
軣
は
第
十
九
回
の

今
年
は
盆
地
ら
し
い
暑
さ
の
朝
を
迎

え
た
大
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
大
会
に
向
け
て
、
山
教
神
の

役
員
は
様
々
な
準
備
を
進
め
て
き
た
。

六
月
二
十
三
日
山
梨
県
立
青
少
年
セ

ン
タ
ー
内
リ
バ
ー
ス
和
戸
に
て
開
催

の
総
会
に
お
い
て
、
八
月
二
日
午
前

九
時
よ
り
神
社
庁
二
階
大
会
議
室
に

て
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。
先
ず
は
、
県
内
各
神
社
に
開
催

要
項
と
メ
ン
バ
ー
表
の
配
布
。
山
日

Ｙ
Ｂ
Ｓ
に
後
援
依
頼
と
賞
状
・
ト
ロ

フ
ィ
ー
等
の
賞
品
申
請
を
行
い
、
又

県
内
別
表
六
社
に
協
賛
金
の
お
願
い

文
を
郵
送
し
、
七
月
三
十
日
に
囲
碁

大
会
会
場
準
備
の
為
、
日
本
棋
院
山

梨
支
部
か
ら
の
碁
盤
、
碁
石
・
碁
笥

の
借
用
と
会
場
の
机
、
椅
子
の
準
備

等
様
々
な
仕
事
を
終
え
大
会
当
日
を

迎
え
た
。

令
和
元
年
八
月
二
日
（
金
）
午
前

九
時
、
囲
碁
大
会
は
先
ず
郷
田
新
会

長
先
導
の
下
、
神
社
庁
神
殿
に
向
か

っ
て
の
二
拝
二
拍
手
一
拝
の
拝
礼
か

ら
始
ま
っ
た
。
神
社
関
係
の
囲
碁
愛

好
者
も
幼
稚
園
・
保
育
園
児
、
小
中

学
生
達
も
神
殿
前
で
神
妙
な
面
持
ち

で
拝
礼
し
式
典
に
臨
ん
だ
。

大
会
式
典
に
お
い
て
、
先
ず
主
催

者
で
あ
る
根
津
泰
昇
神
社
庁
長
か
ら

「
こ
の
囲
碁
大
会
は
高
齢
者
と
青
少
年

が
、
此
処
県
下
の
神
様
を
祀
る
神
殿

に
一
堂
に
会
し
、
親
睦
を
深
め
る
と

い
う
意
義
深
い
大
会
で
す
。
元
号
も

平
成
か
ら
令
和
に
改
ま
っ
た
ば
か
り
、

令
和
の
始
め
の
運
試
し
と
い
う
よ
う

な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
分
も
持
ち
な

が
ら
対
戦
に
臨
ん
で
下
さ
い
。」
と
の

挨
拶
を
頂
い
た
。
そ
の
後
、
郷
田
会

長
か
ら
、
一
般
、
青
少
年
の
参
加
者

に
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
、
と
り
わ

け
、
新
会
長
は
、
教
育
長
の
在
職
経

験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
夏
休
み
の
貴

重
な
一
日
、
仲
間
と
の
交
流
を
深
め

な
が
ら
も
、
勝
負
に
こ
だ
わ
る
対
局

を
望
ん
で
い
る
。」
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。

ま
た
、
高
野
英
夫
常
任
顧
問
か
ら
、

囲
碁
大
会
の
試
合
方
法
な
ど
の
対
局

上
の
説
明
が
あ
っ
た
。

昨
年
Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
・
山
梨
市
・

諏
訪
神
社
、
Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
・
笛
吹

市
御
坂
町
・
美
和
神
社
か
ら
優
勝
カ

ッ
プ
の
返
還
が
あ
り
、
記
念
の
レ
プ

リ
カ
を
受
け
取
っ
た
。
こ
の
後
対
局

に
入
り
、
一
般
参
加
者
…
…
各
神
社

か
ら
八
チ
ー
ム
が
Ａ
ク
ラ
ス
・
Ｂ
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
、
青
少
年
の
部
は
幼

稚
園
・
保
育
園
児
か
ら
小
中
学
生
ま

で
の
二
十
六
名
は
個
人
戦
に
て
対
戦

は
進
ん
で
い
っ
た
。

戦
い
終
え
て
、
閉
会
式
の
講
評
で

は
青
沼
審
判
長
は
、「
今
日
は
、
こ
の

大
会
を
主
催
し
て
い
る
神
社
庁
に
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。」
と
切
り
出
し
、

「
国
内
、
県
内
で
は
上
段
者
の
大
会
は

あ
る
が
、
初
級
者
、
中
級
者
対
象
の

大
会
は
無
く
、
こ
の
神
社
庁
の
囲
碁

大
会
が
唯
一
だ
。
十
五
名
の
全
国
大

会
出
場
者
の
う
ち
十
名
が
こ
の
大
会

の
経
験
者
で
、
特
に
こ
の
大
会
で
優

勝
し
て
全
国
で
五
位
に
な
っ
た
少
年

が
い
る
。
こ
の
大
会
で
の
受
賞
と
、

ト
ロ
フ
ィ
ー
授
与
が
こ
と
の
ほ
か
励

み
に
な
っ
て
い
た
。」
と
の
結
び
の
言

葉
が
あ
っ
た
。

第
十
九
回
を
迎
え
た
大
会
で
あ
っ

た
が
、
一
般
の
部
へ
の
常
連
出
場
神

社
の
メ
ン
バ
ー
に
高
齢
か
ら
か
体
調

不
調
の
方
が
増
え
て
、
出
場
チ
ー
ム

が
減
少
し
て
い
る
事
が
憂
慮
さ
れ
る
。

第
十
九
回
、
一
般
の
部
入
賞
チ
ー
ム

と
青
少
年
の
部
入
賞
者
を
紹
介
す
る
。

一
般
の
部
（
Ａ
ク
ラ
ス
）

優
　
勝
　
美
和
神
社
（
笛
吹
市
御
坂
）

準
優
勝
　
熊
野
神
社
（
甲
州
市
塩
山
）

第
三
位
　
古
宮
太
神
社
（
甲
州
市
勝
沼
）

一
般
の
部
（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

優
　
勝
　
浅
間
神
社
Ｂ
（
笛
吹
市
一
宮
）

準
優
勝
　
白
山
神
社
（
富
士
河
口
湖
町
）

第
三
位
　
北
斗
会

青
少
年
の
部
（
有
段
者
）

優
　
勝
　
岡
部
　
　
有
（
山
梨
大
学
付
属
小
）

準
優
勝
　
岡
部
　
　
想
（
山
梨
大
学
付
属
小
）

第
三
位
　
橋
本
　
和
歩
（
竜
王
小
）

青
少
年
の
部
（
上
級
者
）

優
　
勝
　
望
月
　
志
龍
（
南
部
み
ど
り
幼
稚
園
）

準
優
勝
　
粕
山
　
一
志
（
山
梨
大
学
付
属
小
）

第
三
位
　
丸
山
　
歩
羽
（
富
士
見
小
）

青
少
年
の
部
（
初
心
者
）

優
　
勝
　
奥
原
　
　
佑
（
相
川
小
）

準
優
勝
　
池
田
光
太
郎
（
羽
黒
小
）

第
三
位
　
丸
山
　
陽
羽
（
富
士
見
小
）

第
十
九
回
神
社
関
係
者

囲
碁
大
会
報
告

山
梨
県
教
育
関
係
神
職
協
議
会

事
務
局
長

小
佐
野
　
文
　
男



大
会
は
十
二
日
午
後
一
時
半
か
ら

広
島
市
内
の
文
化
交
流
会
館
で
行
わ

れ
、
式
典
に
先
立
ち
清
興
と
し
て
広

島
県
内
の
女
子
神
職
、
巫
女
十
二
名

に
よ
る
「
浦
安
の
舞
」
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。

式
典
で
は
鷹
司
会
長
の
式
辞
「
女

性
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
昨
今
、
七

十
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
御

社
頭
、
御
家
庭
の
婦
人
の
力
を
結
集

し
良
き
国
柄
の
護
持
に
つ
と
め
た

い
。」
に
続
き
、
来
賓
の
祝
辞
の
後
、

議
事
に
入
り
、
平
成
三
十
年
度
の
会

務
報
告
決
算
報
告
に
続
き
、
令
和
元

年
度
の
活
動
方
針
や
事
業
計
画
案
等

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
当
会

で
も
進
め
て
い
る
「
国
旗
小
旗
の
作

製
協
力
」
の
事
業
も
重
要
な
取
組
と

し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
長
の
古
屋
真
紀
子

が
新
年
度
か
ら
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

の
総
務
委
員
と
し
て
推
挙
さ
れ
ま
し

た
。続

い
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
櫻
井

よ
し
こ
氏
に
よ
り
「
こ
の
国
の
行
方

│
日
本
に
あ
る
べ
き
姿
│
」
と
題
し

た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、「
日
本
が

直
面
す
る
多
く
の
課
題
に
、
傍
観
す

る
事
な
く
、
日
本
の
婦
人
と
し
て
強

く
心
揺
る
ぐ
事
な
く
一
緒
に
進
ん
で

欲
し
い
」
と
の
力
強
い
講
演
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

参
加
旅
行
で
は
、
十
一
日
広
島
県

呉
市
の
「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を

訪
問
。
女
性
の
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
、

戦
艦
大
和
が
現
代
に
残
し
た
先
進
的

な
科
学
技
術
の
側
面
か
ら
の
説
明
を

－20－
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去
る
令
和
元
年
九
月
九
日
か
ら
十

日
の
二
日
間
、
鹿
児
島
県
に
於
い
て

日
向
三
山
陵
参
拝
勤
労
奉
仕
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
会
で
は
、
創
立
五
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
始
め
ら
れ

た
、
多
摩
陵
・
武
蔵
野
陵
参
拝
勤
労

奉
仕
を
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

来
る
令
和
二
年
に
創
立
七
十
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
例
年
行

わ
れ
て
い
る
こ
の
行
事
を
更
に
拡
大

し
、
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る

皇
室
尊
厳
護
持
啓
発
事
業
と
し
て
、

九
州
鹿
児
島
県
神
代
三
山
稜
に
て
参

拝
清
掃
奉
仕
を
行
う
事
と
な
り
ま
し

た
。一

日
目
は
、
台
風
十
五
号
の
影
響

に
よ
り
、
高
速
バ
ス
運
休
、
道
路
の

通
行
止
め
や
渋
滞
、
飛
行
機
の
遅
延

等
、
予
想
外
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
重

な
り
、
こ
の
ま
ま
事
業
が
決
行
で
き

る
の
か
と
不
安
な
る
場
面
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
遅
れ
る
こ
と
約

十
時
間
、
神
々
の
御
加
護
を
戴
き
、

参
加
者
九
名
が
全
員
無
事
に
九
州
に

到
着
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
当

初
の
予
定
で
は
、
山
幸
彦
の
名
で
馴

染
み
深
い
天
津
日
高
彦
火
火
出
見
尊

の
御
陵
で
あ
る
高
屋
山
上
陵
に
参
拝

し
た
後
、
天
津
日
高
彦
波
瀲
武

草
葺
不
合
尊
の
御
陵
吾
平
山
上
陵
に

て
参
拝
し
、
そ
こ
で
清
掃
奉
仕
を
行

う
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

到
着
時
間
は
午
後
八
時
、
已
む
無
く

中
止
し
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
に
て
互

い
の
労
を
語
り
合
い
、
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

二
日
目
は
晴
天
に
恵
ま
れ
早
朝
よ

り
天
津
日
高
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
の
御
陵

可
愛
山
陵
、
新
田
神
社
へ
向
か
い
参

拝
を
致
し
ま
し
た
。
次
に
急
遽
予
定

を
変
更
し
、
昨
日
中
止
と
な
っ
た
高

屋
山
上
陵
へ
向
か
い
参
拝
、
次
に
最

後
の
目
的
地
と
な
り
ま
す
霧
島
神
宮

に
て
正
式
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
今
回
は
勤
労
奉
仕
は

行
う
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
遠
い

九
州
の
山
陵
を
参
拝
す
る
と
い
う
滅

多
に
出
来
な
い
貴
重
な
経
験
が
得
ら

れ
た
参
拝
旅
行
で
あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
よ
り
先
、
様
々
な
記
念
事
業

が
進
ん
で
参
り
ま
す
。
会
員
一
丸
と

な
り
こ
の
事
業
を
完
遂
さ
せ
る
べ
く

邁
進
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
方
に
は
今
後
と
も
倍
旧
の

お
力
添
え
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

山
梨
県
敬
神
婦
人
連
合
会
で
は
、

去
る
九
月
十
一
日
よ
り
十
三
日
ま
で

の
三
日
間
、
広
島
県
で
開
催
さ
れ
た

第
七
十
回
全
国
敬
神
婦
人
大
会
に
合

わ
せ
、
総
会
参
加
旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
は
遠
方
で
の
事
も
あ
り
、

県
内
各
地
よ
り
十
三
名
の
参
加
で
し

た
。

聞
き
、
戦
艦
大
和
に
対
す
る
軍
事
面

以
外
で
の
意
義
を
女
性
目
線
で
感
じ

ら
れ
た
こ
と
は
有
意
義
な
時
間
で
し

た
。ま

た
、
大
会
当
日
の
十
二
日
に
は

厳
島
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。
県
連
の
懇

親
会
を
実
施
し
懇
親
を
深
め
た
。
翌

日
に
は
厳
島
神
社
を
正
式
参
拝
。
職

員
の
方
の
丁
寧
な
説
明
と
、
ス
ム
ー

ズ
な
誘
導
で
、
拝
殿
で
参
拝
の
後
、

文
化
財
の
建
物
群
を
説
明
し
て
頂

き
、
記
念
撮
影
の
ご
配
慮
も
頂
い
て
、

た
い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
海
中
の
大
鳥
居
が
七
十

年
ぶ
り
の
修
復
工
事
の
た
め
覆
い
が

掛
け
ら
れ
、
全
貌
は
見
る
事
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

三
日
間
の
行
程
を
無
事
終
え
、
少

人
数
の
旅
行
で
し
た
が
、
楽
し
く
友

好
を
深
め
た
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
の
大
会
は
北
海
道
と
の
事
で
し

た
が
多
く
の
単
位
会
の
方
に
参
加
し

て
頂
く
と
同
時
に
、
神
社
庁
役
員
様

の
奥
様
方
、
女
子
神
職
会
、
神
社
女

子
職
員
の
方
な
ど
、
個
人
会
員
と
し

て
参
加
す

る
方
を
、

広
範
囲
に

お
声
が
け

し
た
い
と

模
索
し
て

い
ま
す
の

で
ご
協
力

を
お
願
い

し
ま
す
。

山
梨
県
敬
神
婦
人
連
合
会
活
動
報
告

会
長
　
古
　
屋
　
真
紀
子

山
梨
県
神
道
青
年
会
活
動
報
告

広
報
部
長

岡
　
田
　
美
佐
子



九
月
二
十
九
日
よ
り
九
月
三
十
日

の
二
日
間
、
山
梨
県
神
社
庁
研
修
所

主
催
第
十
一
回
神
道
雅
楽
会
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
と
し
て

上
明
彦
先
生
、
池
辺
五
郎
先
生
、
柴

田
直
宏
先
生
の
三
名
を
お
招
き
し
、

ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
受
講
生
は
山

梨
県
神
道
雅
楽
会
の
会
員
と
、
穴
切

雅
楽
会
の
会
員
を
中
心
に
二
十
名
程

が
受
講
し
ま
し
た
。
受
講
者
に
は
神

職
で
は
な
い
方
も
お
り
ま
し
た
。
受

講
生
は
全
員
、
非
常
に
意
欲
的
に
研

修
に
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。

研
修
は
ま
ず
、
初
日
の
九
時
よ
り

開
会
式
を
行
い
、
そ
の
後
管
別
に
別

か
れ
、
休
憩
を
挟
み
つ
つ
午
後
七
時

ま
で
稽
古
を
し
ま
し
た
。
私
は
篳
篥

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
池
辺
先
生
に

ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
稽
古
は
ま
ず

音
の
出
し
方
な
ど
の
基
礎
的
な
事
か

ら
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
音
を
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
上
げ

て
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
又
、
篳

篥
の
舌
の
事
も
伺
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
曲
目
は
平
調
の
越
殿
楽
、
五
常

急
、
皇

急
、
陪
臚
、
鶏
徳
、
舞
楽

の
蘭
陵
王
の
稽
古
を
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
午
前
九
時
か
ら
初
日
と

同
じ
曲
と
、
平
調
の
調
子
を
稽
古
を

し
ま
し
た
。
又
、
午
後
か
ら
は
龍
笛
、

凰
笙
と
集
ま
り
合
奏
を
し
ま
し
た
。

合
奏
で
は
稽
古
を
し
た
平
調
の
曲
目

と
蘭
陵
王
に
加
え
て
長
慶
子
を
演
奏

し
ま
し
た
。
受
講
生
全
員
二
日
間
の

成
果
を
出
し
、
と
て
も
良
い
合
奏
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
午
後

三
時
か
ら
閉
会
式
を
行
い
、
無
事
二

日
間
の
研
修
を
終
了
し
ま
し
た
。

二
日
間
の
研
修
は
と
て
も
有
意
義

な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
講

師
先
生
方
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
お
言

葉
を
胸
に
今
後
も
研
鑽
を
重
ね
て
ゆ

き
ま
す
。
先
生
方
に
は
御
多
忙
の
中

二
日
間
ご
指
導
頂
き
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

去
る
令
和
元
年
七
月
六
日
〜
七
日

に
、「
氏
青
よ
　
成
せ
ば
な
る
　
郷

土
の
思
い
を
胸
に
抱
き
　
集
え
山
形

の
地
へ
」
を
主
題
に
、
全
国
よ
り
総

勢
七
百
名
を
超
え
る
会
員
が
参
加
の

中
、
天
童
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
定
期
総
会
に
先
立
ち
、
米

沢
市
上
杉
神
社
に
て
正
式
参
拝
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
「
上
杉

鉄
砲
隊
の
火
縄
銃
の
発
砲
」
が
歓
迎

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
披
露
さ
れ

ま
し
た
が
、
雷
が
落
ち
た
時
の
よ
う

な
迫
力
で
圧
巻
で
し
た
。

定
期
総
会
で
は
任
期
満
了
に
と
も

な
う
役
員
改
選
が
あ
り
、
東
京
都
の

鈴
木
登
代
秀
氏
が
新
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

定
期
大
会
で
は
、
田
中
会
長
よ
り

天
皇
陛
下
御
即
位
を
寿
ぎ
挨
拶
が
な

さ
れ
、
任
期
二
年
間
の
事
業
の
報
告

と
、
氏
青
が
今
後
も
次
世
代
へ
と
の

懸
け
橋
と
な
り
豊
か
な
時
代
の
礎
と

な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
来
賓
祝
辞
で
は
、
田
中
恆
清
神
社

本
庁
総
長
・
宮
野
直
生
山
形
県
神
社

庁
長
・
遠
藤
利
明
衆
議
院
議
員
・
金

田
祐
季
神
道
青
年
全
国
協
議
会
会
長

が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

氏
子
青
年
活
動
に
貢
献
し
た
個
人
団

体
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
佐
藤
孝
弘
山
形

市
長
よ
り
「
か
し
こ
き
も
の
を
感
じ

な
が
ら
生
き
る
〜
山
形
の
郷
土
と
祭

り
〜
」
と
題
し
「
古
く
か
ら
自
然
へ

の
畏
敬
の
念
が
あ
り
、
生
活
に
根
付

い
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、「
た
た
ら
太
鼓
」

「
花
傘
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。

私
は
二
十
年
以
上
毎
年
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
仲

間
と
の
懇
親
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
同
じ
思
い
を
持
っ
た
者
同
士
、

同
じ
道
を
進
む
者
同
士
と
の
再
会
は

心
に
新
た
な
息
吹
を
も
た
ら
し
ま

す
。「
地
域
の
輪
は
氏
青
か
ら
」「
伝

統
文
化
の
継
承
は
氏
青
の
力
で
」
を

胸
に
、
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。
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山
梨
県
神
道
雅
楽
会
活
動
報
告

浅
間
神
社
　
権
祢
宜

中
　
村
　
陽
　
宏

山
梨
県
氏
子
青
年
協
議
会
活
動
報
告

相
談
役
　
長
　
潟
　
英
　
規

蘭
陵
王
は
、
雅
楽
の
曲
目
の
一

つ
。
管
絃
に
も
舞
楽
に
も
奏
さ
れ

る
。
管
絃
演
奏
時
に
は
蘭
陵
王
、

舞
楽
演
奏
時
に
は
陵
王
と
表
す
。

一
人
舞
で
、
華
麗
に
装
飾
さ
れ

た
仮
面
を
被
る
勇
壮
な
走
り
舞
。

北
斉
の
蘭
陵
武
王
高
長
恭
の
逸

話
に
ち
な
ん
だ
曲
目
で
、
眉
目
秀

麗
な
名
将
蘭
陵
王
が
優
し
げ
な
美

貌
を
獰
猛
な
仮
面
に
隠
し
て
戦
に

挑
み
、
大
勝
し
た
勇
姿
を
歌
っ
た

曲
が
由
来
と
さ
れ
て
い
る
。

蘭
陵
王
と
は
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私
は
か
ね
て
よ
り
神
社
新
報
の
記

者
、
社
長
に
全
国
そ
れ
ぞ
れ
の
総
代

会
、
総
代
の
動
向
、
共
通
の
活
動
状

況
、
問
題
点
等
を
載
せ
る
欄
を
設
け

た
ら
ど
う
か
と
何
回
か
要
請
し
た
が

実
現
せ
ず
残
念
な
思
い
で
し
た
。

こ
の
度
山
梨
県
神
社
庁
が
発
行
し

て
お
る
軛
か
ひ
が
ね
軣
に
軛総
代
広
場
軣

が
設
欄
さ
れ
た
こ
と
、
私
は
こ
の
上

な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

総
代
各
位
が
日
頃
ご
奉
仕
さ
れ
て

お
る
催
事
、
祭
、
更
に
苦
心
さ
れ
る

神
社
建
設
、
整
備
事
業
の
成
功
例
。

な
ほ
永
年
に
亘
り
苦
心
さ
れ
行
詰
り

し
問
題
を
載
せ
て
お
知
恵
を
頂
く
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

軛
総
代
広
場
軣
を
活
用
さ
れ
た
ら
如

何
で
し
ょ
う
か
。

情
報
化
時
代
と
は
申
せ
県
内
に

一
、
二
六
五
社
あ
る
な
か
特
色
の
あ

る
神
社
も
数
多
く
あ
り
ま
す
が
総
て

を
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
軛
総
代

広
場
軣
を
通
し
て
多
く
を
知
る
こ
と

は
可
能
で
す
。
但
し
投
稿
す
る
こ
と

が
必
要
で
し
ょ
う
。

県
神
社
会
の
最
も
大
き
な
問
題
は

不
活
動
神
社
対
策
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
対
応
は
徐
々
に
推
め
て
は
お
り
ま

す
が
、
そ
の
成
功
例
、
推
め
て
お
る

が
行
詰
っ
て
お
る
問
題
点
も
あ
り
、

我
神
社
も
考
え
な
け
れ
ば
と
思
わ
れ

る
総
代
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

県
神
社
庁
側
も
軛
総
代
広
場
軣
に

情
報
を
積
極
的
に
載
せ
る
こ
と
も
必

要
で
あ
り
ま
す
。
特
に
総
代
各
位
が

不
活
動
神
社
と
は
の
実
情
を
推
り
知

る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
に
依
る
住
民
の
少
な
い

山
梨
県
神
社
庁
東
山
梨
支
部
定
期

総
会
が
八
月
二
十
三
日
午
後
二
時
三

十
分
、
山
梨
市
民
会
館
に
於
い
て
ご

来
賓
と
し
て
根
津
神
社
庁
長
、
中
田

県
神
社
総
代
会
長
の
ご
臨
席
を
賜
り

盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

次
第
に
よ
り
、
神
宮
遥
拝
・
国
歌

斉
唱
・
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
が
な

さ
れ
、
日
原
支
部
長
・
堀
内
総
代
会

長
（
私
）
の
挨
拶
、
ご
来
賓
よ
り
ご

祝
辞
を
頂
き
議
事
に
入
り
、
平
成
三

十
年
度
事
業
報
告
・
平
成
三
十
年
度

会
計
報
告
・
監
査
報
告
後
採
決
、
令

和
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）
・
令
和

元
年
度
予
算
（
案
）
・
役
員
改
選
の

承
認
等
が
審
議
さ
れ
何
れ
も
原
案
通

り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
る
。

引
き
続
き
、
清
興
の
講
師
と
し
て

「
神
社
本
庁
総
合
研
究
所
・
総
合
研

究
部
長
浅
山
雅
司
先
生
」
に
よ
り

「
御
代
替
に
つ
い
て
」
ご
講
演
が
な

さ
れ
、
私
た
ち
が
知
り
え
な
い
内
面

的
な
事
柄
に
つ
い
て
詳
し
く
話
さ
れ

誰
も
が
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

ご
講
演
か
ら
御
代
替
の
諸
儀
式
等

に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
…

一
、
御
大
礼
と
御
大
典
…
皇
位
に
つ

か
れ
た
新
帝
陛
下
が
斎
行
さ
れ
る
諸

儀
式
の
総
称
を
御
大
礼
と
言
い
、
民

間
の
奉
祝
行
事
を
含
め
て
御
大
典
と

も
言
う
。

御
大
礼
の
諸
儀
式
（
譲
位
・
践
祚

の
式
・
即
位
式
・
大
嘗
祭
・
大
饗
）

お
社
、
宮
司
兼
務
の
神
社
の
多
く
は

総
代
各
位
の
対
応
に
よ
り
、
良
い
方

向
に
推
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

相
方
の
活
用
に
依
り
こ
の
大
き
な

問
題
の
解
決
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の

と
私
は
信
じ
ま
す
。
情
報
は
相
互
の

交
換
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
軛
総
代
広
場
軣
総
代

各
位
の
作
用
を
乞
い
願
い
、
時
を
経

て
神
社
界
の
発
展
を
ご
期
待
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

二
、
践
祚
の
式
…
天
皇
が
皇
位
に
つ

か
れ
る
事
実
を
指
す
。

新
帝
が
「
三
種
の
神
器
」「
御
璽
」

「
国
璽
」
を
は
じ
め
と
し
た
皇
室
に

由
緒
あ
る
品
々
を
継
承
さ
れ
る
。

即
位
礼
…
新
帝
が
皇
位
を
継
承
さ

れ
た
こ
と
を
、
親
し
く
皇
祖
天
照
大

御
神
に
報
告
さ
れ
、
高
御
座
に
の
ぼ

ら
れ
て
広
く
国
内
外
に
御
位
を
宣
言

す
る
儀
式
。（
十
月
二
十
二
日
）

高
御
座
…
奈
良
時
代
以
来
、
朝
廷

で
重
要
な
儀
式
が
行
わ
れ
る
と
き
に

用
い
ら
れ
て
き
た
天
皇
の
御
座
。

（
高
御
座
は
高
さ
六
・
五
メ
ー
ト
ル
、

重
さ
八
ト
ン
で
黒
漆
塗
り
の
檀
の
上

に
鳳
凰
が
飾
ら
れ
た
八
角
形
の
屋
根

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
皇
居

松
の
間
で
修
繕
さ
れ
組
み
立
て
作
業

が
進
ん
で
い
る
。

三
、
大
嘗
祭
・
大
饗
の
儀
…
大
嘗
祭

と
は
新
帝
が
即
位
の
後
初
め
て
お
祭

り
を
な
さ
れ
る
新
嘗
祭
の
こ
と
で
年

毎
の
新
嘗
祭
と
は
異
な
り
、
悠
紀

殿
・
主
基
殿
を
中
心
と
す
る
大
嘗
宮

を
建
て
、
悠
紀
地
方
・
主
基
地
方
で

作
ら
れ
た
米
を
御
餞
と
し
て
行
わ
れ

る
皇
室
・
国
家
至
高
重
儀
。
大
饗
の

儀
と
は
、
大
嘗
祭
の
翌
日
行
わ
れ
る

大
嘗
祭
の
直
会
の
こ
と
。

以
上
が
概
要
で
あ
り
参
加
者
は
御

代
替
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
。

〈
甲
府
支
部
〉

総
代
会
　
会
長

中
　
込
　
豊
　
秋

総
代
広
場

第
二
回

〈
東
山
梨
支
部
〉

総
代
会
　
会
長

堀
　
内
　
邦
　
満

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
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去
る
九
月
十
八
日
・
十
九
日
に
、

小
室
浅
間
神
社
例
大
祭
「
や
ぶ
さ
め

祭
り
」
を
奉
仕
し
た
。
祭
儀
は
十
八

日
の
宵
宮
と
十
九
日
の
例
大
祭
の
二

日
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
八
月
の
お

盆
が
終
わ
る
と
撤
下
品
と
し
て
協
賛

者
に
頒
布
す
る
藤
の
木
の
鞭
の
切
り

出
し
が
始
ま
り
ま
す
。
総
代
が
総
出

で
二
日
間
奉
仕
し
ま
す
。
そ
の
後
交

代
で
鞭
作
り
を
行
い
ま
す
。
大
変
な

作
業
で
す
。
祭
儀
は
九
月
一
日
の
初

馬
揃
、
九
日
の
中
馬
揃
、
十
五
日
の

後
馬
揃
を
中
祭
式
で
斎
行
し
ま
す
。

又
や
ぶ
さ
め
祭
り
の
特
徴
で
あ
る

「
切
火
潔
煙
斎
」
が
十
三
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
十
三
日
の
午
後
三
時
に

潔
斎
始
め
祭
が
斎
行
さ
れ
る
と
神
社

の
潔
斎
所
に
寝
泊
し
、
飲
食
も
神
社

潔
斎
所
以
外
で
は
禁
止
に
な
り
ま

す
。
以
前
は
女
性
と
話
を
す
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
る
程
厳
し
い
も
の
で
し

た
。
神
職
だ
け
で
な
く
「
や
ぶ
さ
め

祭
り
」
の
馬
に
乗
る
奉
仕
者
も
全
員

潔
斎
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自

営
業
者
が
少
な
く
な
り
勤
め
人
が
多

く
な
っ
て
い
る
現
在
祭
り
の
存
続
を

難
し
く
し
て
い
る
一
つ
の
要
因
で
も

あ
り
ま
す
。
一
週
間
の
決
斎
を
経
て

十
九
日
に
祭
儀
終
了
後
馬
場
に
於
い

て
馬
を
駆
ら
せ
て
馬
の
蹄
の
跡
を
見

て
占
人
が
氏
子
町
内
の
吉
凶
を
占
い

ま
す
。
凡
そ
一
ヶ
月
間
、
準
備
と
祭

儀
に
か
か
る
大
変
な
祭
り
で
す
。
大

祭
を
竟
え
て
安
堵
の
気
持
ち
と
、
来

年
の
祭
り
の
事
を
考
え
ず
に
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
奉
仕
者
が
、
年
々
老
い
て

来
て
い
ま
す
。
以
前
は
農
家
で
は
馬

と
共
生
す
る
事
は
当
然
で
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
、
馬
に
触
っ
た
事

も
な
い
若
者
が
殆
ど
で
す
。
そ
の
為

に
神
社
で
馬
を
飼
育
し
氏
子
・
参
拝

者
に
馴
れ
て
も
ら
お
う
と
努
力
し
て

い
ま
す
。
八
百
年
以
上
続
い
て
い
る

伝
統
行
事
を
絶
え
る
こ
と
無
く
継
続

し
て
行
く
重
責
を
感
じ
な
が
ら
、
明

年
の
例
大
祭
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま

す
。

明
治
神
宮
よ
り
明
治
神
宮
百
年
祭

に
向
け
て
「
悠
紀
の
途
切
れ
た
歴
史

を
復
活
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
の
依
頼

を
受
け
て
二
年
、
石
田
地
区
の
氏
子

並
び
に
石
田
お
俵
連
の
方
々
の
尽
力

に
よ
り
、「
悠
紀
の
斎
田
」
が
復
興

を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
斎
田
に
水
を

張
り
、
五
月
十
九
日
に
は
、
花
形
豊

元
宮
住
吉
神
社
宮
司
斎
主
の
も
と
お

田
植
え
祭
が
恙
な
く
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。秋

涼
と
は
名
ば
か
り
の
残
暑
厳
し

い
九
月
七
日
、
稲
穂
が
こ
が
ね
色
に

波
打
つ
斎
田
の
前
に
て
、
甲
府
市
長

樋
口
雄
一
様
、
山
梨
県
神
社
庁
庁
長

根
津
泰
昇
様
、
明
治
神
宮
禰
宜
水
谷

敦
憲
様
、
主
基
の
国
千
葉
県
鴨
川
市

主
基
斎
田
保
存
会
酒
井
様
、
石
田
お

俵
連
会
長
矢
野
和
彦
様
、
他
石
田
地

区
有
志
の
方
々
の
ご
参
列
の
も
と
、

花
形
元
宮
住
吉
神
社
宮
司
と
私
と
二

人
で
「
悠
紀
の
里
　
抜
穂
祭
」
を
奉

仕
致
し
ま
し
た
。
斎
主
は
私
が
務
め
、

修
祓
、
献
饌
、
祝
詞
奏
上
、
抜
穂
の

儀
と
順
調
に
進
み
、
抜
穂
の
稲
刈
り

は
、
お
俵
連
婦
人
部
の
方
々
に
忌
鎌

に
て
ご
奉
仕
頂
き
、
ず
っ
し
り
と
穂

先
を
垂
ら
し
た
稲
を
刈
り
取
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
刈
り
取
っ
た
稲
は
、
一

度
ご
神
前
に
お
供
え
し
、
斎
主
玉
串

拝
礼
、
参
列
者
玉
串
拝
礼
、
撤
饌
し
、

祭
典
を
謹
ん
で
ご
奉
仕
申
し
上
げ
ま

し
た
。

祭
典
後
、
稲
は
全
て
刈
り
取
ら
れ
、

お
俵
連
の
有
志
の
方
々
の
ご
奉
仕
に

よ
り
、
穂
先
の
束
と
稲
束
に
分
け
ら

れ
ま
し
た
。
穂
先
の
束
は
柳
筥
に
納

め
、
来
る
十
一
月
十
五
日
、
明
治
神

宮
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
る
「
大
嘗
祭

当
日
祭
」
に
て
ご
神
前
に
献
穀
を
し
、

以
降
令
和
二
年
明
治
神
宮
式
年
大
祭

ま
で
の
恒
例
祭
典
の
神
饌
（
荒
稲
）

と
し
て
お
供
え
さ
れ
ま
す
。
残
り
の

稲
は
、
山
梨
銘
醸
（
株
）
に
お
い
て

白
酒
を
造
り
奉
納
さ
れ
ま
す
。

祭
典
を
斎
行
し
て

悠
紀
の
里
　
抜
穂
祭
奉
仕

三
社
諏
訪
神
社

宮
司

遠
　
藤
　
倫
　
生

例
大
祭
や
ぶ
さ
め
祭
り
を
奉
仕
し
て

小
室
浅
間
神
社

宮
司

渡
　
邊
　
平
一
郎
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「神宮初まいり」  

「神殿例祭、神職初会」 

　神殿例祭、神職初会を下記の日程で斎行いたし
ます。 

記 
○神殿例祭 
　日　時　１月28日（火曜・仏滅） 
　　　　　　　　　　　　午前10時30分 
　場　所　山梨県神社庁神殿 
○神職初会 
　日　時　１月28日（火曜・仏滅） 
　　　　　　　　　　　　神殿例祭終了後 
　場　所　山梨県神社庁神殿 

「新穀感謝祭」 

　我が国の御親神、心のふるさとと仰ぐ「お伊勢

様」。その限りない御神恩に感謝の真心を捧げ、「瑞

穂の国」と称えられた我が国柄への思いを新たに

する新穀感謝祭は、本年で六十四回を数えること

となりました。 

　本年も多くの皆様のご参列を得て、奉賛の喜び

を共に致したく存じます。 

記 

　日　時　令和元年11月25日・26日 

　　　　　　　　　　　　　　　（一泊二日） 

　一、神宮では御垣内にて特別参拝、神楽殿での

　　　御神楽の奉奏が執り行われ、参拝記念が撤

　　　下されます。 

　二、宿泊ホテル、行程、参加費は支部によって異

　　　なります。支部役員・神社宮司にお尋ね下さい。 

　毎年恒例となりました神宮初まいりの旅を下記

の日程で行います。 

  多数の皆様にご参加いただきますようご案内申

し上げます。 

記 

日　時　令和２年２月25日貂～27日貅 

　　　　　　　　　　　　　　（二泊三日） 

　参加費、旅程等は決定次第、ご案内致します。 

今 後 の 予 定  
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